


市政
Uっ〈事えっ九:

吃
「
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
」

V
進
出
第

1
号

ー

株
式
会
社
九
電
工
大
村
営
業
所
落
成
式

株
式
会
社
九
電
工
大
村
営
業
所
の
落
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
営
業
所
は
、
「
オ

フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
」
へ
の
進
出
企
業
第

1
号
で
、
敷
地
面
積
約
9
、
7
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
・
鉄
骨
造
平
屋
建
約
1
、
6

0

0
平
方
メ
ー
ト
ル
。
将
来
は
、
研
修
施
設

も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
式
で
、
甲
斐
田

市
長
は
「
新
し
い
世
紀
の
幕
開
け
に
ふ
さ

わ
し
い
事
務
所
の
竣
工
で
大
変
嬉
し
く
、

ま
た
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
に
マ
ッ
チ
し
た
建

物
で
立
地
企
業
の
第
1
号
と
し
て
、
立
ち

上
げ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
己
と
竣
工
を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。

お
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い
会
食

V

l

学
校
給
食
会
食
i

学
校
給
食
週
間
の
一
環
と
し
て
、
「
学
校
給
食
会

食
」
が
、
西
大
村
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
食

に
は
、
甲
斐
田
市
長
や
、
教
育
委
員
な
ど
が
参
加
し

ま
し
た
。
給
食
は
、
日
本
で
初
め
て
学
校
給
食
が
実

施
さ
れ
た
時
の
献
立
(
麦
ご
飯
・
魚
の
干
物
・
漬
物
)

が
再
現
さ
れ
ま
し
た
。

甲
斐
田
市
長
は
、
「
私
の
時
代
は
、
芋
と
メ
ザ
シ

が
ご
ち
そ
う
で
し
た
。
食
べ
物
を
大
事
に
す
る
こ
と

を
習
っ
た
」
と
子
ど
も
た
ち
と
会
話
を
し
な
が
ら
、

会
食
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

戸、
ω
総
務
省
・
国
会
議
員
ヘ
要
望

V

|

厳
し
い
財
政
へ
理
解
を

|

甲
斐
田
市
長
は
、
地
元
選
出
国
会
議
員
や
総
務

省
等
に
対
し
、
地
元
拠
点
都
市
の
中
核
と
な
る
た

め
の
整
備
事
業
、
大
村
湾
汚
染
防
止
対
策
、
基
地

対
策
、
少
子
化
対
策
、
病
院
事
業
な
ど
に
関
す
る

特
別
交
付
税
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
国
・
議
員
に
対
し
積
極
的
な
要
望
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

() 
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時
全
庁
L
A
N
が
開
通

uu

i
情
報
共
有
な
ど
の
効
率
化
へ

|

市
役
所
職
員
聞
の
情
報
共
有
化
や
迅

速
な
意
志
疎
通
な
ど
を
目
的
に
、
庁
内

の
パ
ソ
コ
ン
を
通
信
網
で
結
ぶ
全
庁
L

A
N
(情
報
通
信
網
)
が
開
通
し
ま
し

た
。

r

甲
斐
田
市
長
は
、
開
通
式
で
全
職
員

一

へ
「
全
て
の
情
報
化
施
策
の
共
通
基
盤

と
な
る
全
庁
L
A
N
の
有
効
利
用
活
用

'

が
図
れ
る
よ
う
、
一
層
の
研
究
研
鐙
に

励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
出
先
機
関
と

も
接
続
し
業
務
効
率
化
な
ど
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。



J

判
決
意
を
新
た
に

以

西
大
村
・
郡
・
大
村
中
学
校
立
志
式

|

大
人
へ
成
長
し
て
い
く
一
つ
の
節
目
に
中
学
2
年
生

を
対
象
に
し
て
行
う
立
志
式
が
、
西
大
村
・
郡
・
大
村

中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

甲
斐
田
市
長
は
自
ら
の
体
験
を
語
り
、
「
し
っ
か
り
と

目
標
を
立
て
、
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
立
志
を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
は
、

新
た
な
志
を
立
て
、
実
現
に
向
け
た
意
欲
を
見
せ
て
い

本
品

lυ

れ
~
。一 t 

( 

第"田立忘式• • 
鈎
九
州
電
力
大
村
発
電
所
の

V
存
続
を
要
望

甲
斐
田
市
長
、
音
成
市
議
会
議
長
、

赤
水
商
工
会
議
所
会
頭
代
行
は
九
州
電

力
福
岡
本
社
を
訪
問
し
、
大
村
発
電
所

の
存
続
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
席

上
、
甲
斐
田
市
長
は
「
大
村
発
電
所
は

大
村
市
が
誘
致
し
た
最
初
の
企
業
(
昭

和
犯
年
)
で
あ
り
、
市
民
と
一
緒
に
育

っ
て
き
た
。
発
電
所
は
空
港
と
並
ぶ
大

村
市
の
顔
で
あ
り
、
ま
た
、
経
済
波
及

効
果
も
大
き
い
。
是
非
存
続
を
前
提
と

し
て
再
検
討
し
て
欲
し
い
」
と
要
望
し

宇
品

lυ
九九
。

郡中学校

お
福
岡
防
衛
施
設
局
に
工
事
の

V
地
元
企
業
へ
の
発
注
を
要
望

甲
斐
田
市
長
ら
は
福
岡
防

衛
施
設
局
を
訪
問
し
、
防
衛

施
設
局
発
注
の
指
名
に
つ
い

て
地
元
発
注
の
陳
情
を
行
い

幸
子
E

レれ九
。

そ
の
席
上
、
甲
斐
田
市
長

は
「
自
衛
隊
は
大
村
市
に
必

年
の
歴
史
が
あ
り
、
大
村
市

民
の
諸
活
動
に
も
積
極
的
に

参
加
さ
れ
、
市
民
か
ら
の
信

頼
が
あ
る
。
今
後
共
防
衛
施

設
局
発
注
の
指
名
に
つ
い
て

は
大
村
市
の
経
済
振
興
及
び

地
元
企
業
育
成
の
た
め
地
元

発
注
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

陳
情
し
ま
し
た
。

2/1 
「
環
境
基
本
計
画
最
終
案
」
答
申

市
が
策
定
を
す
す
め
て
い
た
「
大
村

市
環
境
基
本
計
画
」
の
最
終
案
に
つ
い

て
、
環
境
審
議
会
か
ら
答
申
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
国
際
的
な
取
り
組
み
ゃ
、
市

民
エ
コ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
仮
称
)
の
設

立
を
積
極
的
に
推
進
す
る
よ
う
提
言
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

-E雪面厨曹a・
.宮製はがき ・封書

・ 「市民の声ファ ックスJFax54-6600 
・ 「市長さんこんにちはJ

(投書箱:市役所、各出張所に設置)

などを利用 して次の事項を記入のうえ、

送ってください。

①質問事項 ②住所・氏名・電話番号

3-

-院亙，~冒ヨ面閣諸君画面・

干856-8686 玖島 1丁目25番地

大村市役所秘書広報課内 (内線204)
「市長さ ん lはいっ リ係

私がお答えします 一 向 苦手広忠市士」 とはど

ノ""'... 

噂 床工学技士とは、医師の指示で血液i靴 (人工透析)
装置、人工心肺装置、人工呼吸器、高気圧酸素治療装置
など、人の呼吸や血液の循環などの代わりや補助をする
装置 (総称 して生命維持管理装置といいます。)の操作
や保守管理をおこなう専門職で厚生労働大臣の免許が必
要です。 最近の医療掛~の進歩 ・ 発達はめざましいもの
があり 、専門的知識や技術が必要 です。
市立病院は、4月から、新たに 1人を採用し、心臓手

術時の人工心続装置の操作にあたらせることにしており、
市民のための医療機関として、今後とも安全で、質の高い
医療環境の充実に力を入れていきます。

大
村
市
長
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里
親
制
度
を
導
入

み
ん
な
で
美
化
活
動
を

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
道
の

里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
道
路
の
管
理
と
美
化
活
動
を
お

願
い
す
る
「
お
お
む
ら
道
路
里
親
制
度
」

(
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
を
導
入
し

ま
す
。

こ
の
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
市

道
へ
の
愛
着
心
と
美
化
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
美
し
く
住
み
よ
い
ま
ち
の
環
境

づ
く
り
の
基
盤
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
こ
よ
り
も
美
し
い
ま
ち
に

生
活
環
境
に
関
す
る
最
近
の
住
民
要
望

は
、
「
う
る
お
い
」
や
「
や
す
ら
ぎ
」

な
ど
ソ
フ
ト
面
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

快
適
な
生
活
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
美
し
い
ま
ち
の
景
観
は
、

そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
心
だ
け
で
な

く
、
訪
れ
る
人
た
ち
の
心
も
な
ご
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
道
路
や
公

園
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
紙
く
ず
や
空
き

缶
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
は
よ
く
見
か
け
ら

れ
る
光
景
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
周
囲
の
美
観
を
損
な
う

だ
け
で
な
く
、
ま
ち
の
景
観
も
台
無
し

に
し
、
私
た
ち
の
快
適
な
生
活
を
阻
害

す
る
原
因
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
処
し
、
ど
こ
よ
り
も
美

し
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、
道
路
や
公
園

の
美
化
活
動
が
町
内
会
を
は
じ
め
市
民

の
み
な
さ
ん
の
手
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
、
平
成
6
年
抱
月
に

大
村
市
環
境
美
化
条
例
を
制
定
し
、
環

境
美
化
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

里
親
と
し
て
市
道
の
管
理
を

市
内
の
市
道
の
清
掃
を
全
て
市
が
行

う
と
、
年
間
で
多
く
の
経
費
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
し
て
、
市
内
全
域
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
る
と
容
易
に
は
で
き

な
い
の
が
現
状
で
す
。
「
せ
め
て
わ
が

家
の
前
ぐ
ら
い
は
、
き
れ
い
に
し
て
お

き
た
い
。」
と
、
朝
早
く
か
ら
玄
関
先

の
歩
道
を
掃
除
す
る
人
の
姿
を
、
し
ば

し
ば
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
市
内
の
道
路
の
美
化
は
こ
の

よ
う
な
人
た
ち
を
初
め
と
し
て
、
様
々

な
団
体
や
個
人
、
あ
る
い
は
地
域
ぐ
る

み
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
市

道
の
一
定
区
間
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

預
け
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
美
化
活
動

を
し
て
い
た
だ
く
「
お
お
む
ら
道
路
里

親
制
度
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
制
度
は
、
市
道
を
「
養
子
」
に

み
た
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
親
代
わ

り
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
我
が
子
へ
注

ぐ
愛
情
と
同
様
な
愛
情
で
市
道
の
管
理

を
お
願
い
し
、
「
里
親
」
と
し
て
、
草

刈
り
や
清
掃
な
ど
の
お
世
話
を
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
里
親
制
度
は
、
平
成
句

年
4
月
1
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

-4-

「
市
道
の
里
親
」
を
募
集
し
ま
す

里
親
制
度
は
、
モ
デ
ル
路
線
を
選
定

し
て
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
モ
デ
ル
路

線
以
外
の
市
道
に
つ
い
て
も
実
施
で
き

る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
同
様
に
次
の
要

領
で
「
里
親
」
を
募
集
し
ま
す
。
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路線 名

象

法

容
方

内

動

動

対

活

活

支絡物

手続 き

応募用 紙

c. 
「おおむら道路里親制度」を円滑に且つ重点的に実施するため、モデ

ル路線を選定しましたが、里親の募集は市内の全ての市道で行います。

自宅や事業所前の道路、小 -中学生の通学路などで、個々が管理できる

範囲 (100m以上を目安とします。)で応募してください。

-E霊草蓮事・

管理をお願いしたい市道は、下図のモデル路線です。

(モデル路線以外の市道でも構いません。)

個人・団体が対象で、どなたでも里親になれます。

ボランティアで美化活動をします。

①道路の美化活動(空き缶、吸い殻などの回収)

②道路の除草

③情報の提供(道路及び関連施設の破損等の連絡)

④その他必要な活動

①ゴミ袋

②活動に必要な道具及び物品

里親を希望される方は、 「養子縁組届jに必要事項を記入し、

市役所土木課に提出してくださ l'o

「養子縁組届」は市役所案内、各地区出張所にあります。

なお、詳しくは、市役所土木課 (ft⑧ 41 1 1内線423)へ
お問い合わせください。

仁

-E歪事寄宿・

c:， 

-・・ 募集路線

長崎空港

-5-



高齢者能力開発情報センター
(高齢者無料職業紹介所)は、

平成13年4月から廃止されます
高歯令者の樹止対策の一環事業として、昭和田年に開設以来26

年間にわたり職業紹介を行ってまいりましたが、国において

この事業が廃止されることになりました。今後は、ハローワ

ーク又はシルバー人材センタ一等をご利用ください。

・問い合わせ 社会福祉協議会(包⑮ 78 9 2) 

夕暮れ時における早めの点灯
雨・曇天時の終日点灯運動

。日没1時間前には前照灯をつけましょう。

O雨 ・曇天時は、 昼間でも点灯しましょう。

-早めの点灯時間(目安)

3月…午後5時30分頃

4月…午後6時頃 サインフラッダ

家族そろって加入しましょう!

市民交通傷害保険

-sp:璽冨冨-璽E圃・
1口年額 480円 (1人2口まで)

ただし、3月23日までは、各町内会でも受付けできます0

.問い合わせ 安全対策課(内線214)または各出張所

幼児交通安全クラブ
今年も 「幼児の交通事故防止」のために幼児交通安全クラブ
(こぐまちゃん)を開催します。

.参加費:無料 持参品:クレヨン

予定日 時間 場 所

4月4自体) 10: 30 宮小路公民館

4月6日後) 10: 30 西大村コミセン

4月9日(月) 10: 00 原口アパート公民館

4月10日ω 10 : 30 玖島 3丁目公民館

4月11自体) 10 : 00 福重出張所

4月13日(金) 10 : 30 富の原 2丁目公民館

4月17日ω 10 : 00 杭出津親和会公民館

4月17日ω 10 : 00 池田新町公民館

4月18日(水) 10 : 30 本小路団地集会場

4月23日(月) 10 : 00 鈴回出張所

4月24日ω 10 : 00 中地区公民館

4月25日(水) 10 : 00 上久原公民館

4月25日(水) 14: 00 木場コミセン

4月26日t木) 10: 30 松並 2丁目公民館

※都合によ り、開催日を変更することがあ りますので事前に問い合わ
せください 0

.問い合わせ 大村市交通安全協会(宮⑬ 98 8 9) 

4月1日から

簡易水道料金は水道局ヘ
現在、簡易水道料金の受付けは大村都市開発(株)で

行っていますが、 3月末日で受付けを終了し、4月

1日からは水道局で行います。また、メ ーターも水

道局で検針しますので、お引越しの連絡も 4月以降

は水道局にお願いします。

.問い合わせ 簡易水道課 (内線260・261)

民生委員・児童委員
変わりました

市民の皆さんの福祉増進のために活動していただ

きます。お気軽にご相談ください。

担当地区 宮小路3丁目・九電社宅地区

委員名鬼塚 E紀

住 所 宮小路3丁目1967番地7
包⑮ 8377 

担当地区南地区第 l主任児童委員

委員名 松尾優美

住 所 岩松町296番地 盤⑪2036 

春季全国火災予防運動
3月1日休)--7日(水)

火災が発生しやすい時期です。

もし、火災になったときは、早期発見と早い通報、

そして初期消火が重要なポイントになり ます。

日頃から、 一人ひとりが 「火の用心」に心がけま

しょう。

(統一標語)

「火をつけた あなたの責任最後まで」

-火の用心 7つのポイン卜

1家のまわりに燃えやすいものを置かない。

2寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。

3天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。

4風の強いときは、たき火をしない。

5子供には、マッチやライターで遊ばせない。

6電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。

7ストーブには、燃えやすいものを近づけない。

-サイレンを鳴らします

3月1日(木洋前8時に消防演習招集のためのサイレ

ンを30秒間鳴らします。また、火災予防期間中、 午

後8時を「消防の時間」と定め、 30秒間サイレンを

鳴らします。

.問い合わせ 安全対策課(内線21 7) 
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市役所庁舎前出入り口の
変更について
国道34号大村拡幅工事に伴い、平成11年11月より進め

てまいりました市役所横の市道の取付け工事が平成13
年 3月25日に完了予定のため、 3月26日から市役所庁

舎への出入りならびに大村寿剤廷場への出入りが下記の

ように変更されます。従来の入り口からは、出入りで

きません。

なお、国道34号については、拡幅部分が 8月ごろに完

了予定でありますので、その後、拡幅部分へ通行車線

が切り替わります。

大
村
公
園

l

l

-至
陸
上
鏡
抜
場

間一町
↑

¥
 

市営野路場

至
陸
上
鏡
妓
場

E二二コ 通行区犠

亡ゴ通行止個所

E二二コ 通行区減

ー

ー

-
至
館
館
場

駐車場

書室
見 B要

玄全

委員
しピ
d+ 
ま
す
女性課ヨ ッちゃんは今回で最終回て、す

企画展 「従掘された玖島城J

大村公園として親しまれている玖島城は、関ヶ原の戦い

(1600年)の前年に築城され、江戸時代を通じて大村藩の

政治・文化の中心でした。

国道34号拡幅のため、県文化課により発掘調査が行われ、

建物跡から江戸初期の朝鮮瓦や、日本最古のオランダ陶器、

大村藩長与窯で焼かれた「幻の長与三彩」が出土し、注目

を集めています。大村市では、県教育委員会の協力を得て、

展覧会を開催します。

田展覧会期間

園場 所

・講演会
日時 3月4日(日)13 : 30""15 : 00 
講師川口洋平氏(県文化財保護主事)

「玖島城発掘調査の成果」
図書館学習室
無料
市教育委員会

3月 1日休)""13日ω
市立史料館

文化課(内線369).問い合わせ

場 所
入場料
主 催

-7-



市設所

ft53-4111 (代表)

市
政
施
行
日
周
年
大
村
市
表
彰
式

市
政
功
労
者
認
個
人
・4

団
体
を
表
彰

大
村
市
は
昭
和
U
年
2
月
日
日
、
全
国
1
8
8
番
目
の
市
と
し
て
誕

生
し
今
年
で
日
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
、

2
月
9
日
、
「
市
政
施
行
印
周
年
記
念
大
村
市
表

彰
式
」
が
行
わ
れ
、
市
政
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
貢
献
の
あ
っ
た
、
お
個

人
・

4
団
体
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
う
け
ら
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

。
地
方
自
治
功
労

中
尾
義
秋
(
農
業
委
員
会
委
員
・
陰

平
町
)

主
本
猛
(
農
業
委
員
会
委
員
・
黒
丸
町
)

O
社
会
福
祉
功
労

杉
本
茂
利
(
遺
族
会
役
員
・
今
村
町
)

中

嶋

正

美

(
民
生
委
員
児
童
委
員
・

松
原
本
町
)

永
田
千
歳
(
民
生
委
員
児
童
委
員

・

富
の
原
1
丁
目
)

田
中
駒
雄
(
民
生
委
員
児
童
委
員
・

玖
島
1
丁
目
)

和
崎
イ
ツ
子
(
民
生
委
員
児
童
委

員
・
松
並
2
丁
目
)

O
人
命
救
助

宮
園
千
鶴
(
須
田
の
木
町
)

今
厘
先
左
子
(
武
部
町
)

。
消
防
防
災

松
永
繁
一
(
消
防
団
長
・
杭
出
津
2

丁
目
)

石

本

和
幸

(
消
防
団
分
団
長
・
古
町

2
丁
目
)

草
野
澄
男
(
消
防
団
分
団
長
・
今
村
町
)

田
添
敏
治
(
消
防
団
分
団
長
・
陰
平
町
)

南

隆

義

(

消

防

団

分

団

長

・
鬼
橋
町
)

坂
本
義
孝
(
消
防
団
分
団
長
・
坂
口
町
)

富
浦
春
男
(
消
防
団
分
団
長
・
久
原

2
丁
目
)

。
徳
行

(
寄
付
)

宮
崎
久
恵
(
水
田
町
)

高
瀬
富
夫
(
岩
松
町
)

末
岡
ス
マ
子
(
竹
松
本
町
)

森

博

子

(

古

町

1
丁
目
)

吉
田
澄
子
(
大
川
田
町
)

大
村
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

丸
栄
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
側

。
徳
行

(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)

太
田
岩
吉
(
宮
小
路
2
丁
目
)

古
町
5
区
町
内
会

古
城
老
人
ク
ラ
ブ

O
特
別
賞

津
田
弘
二
(
皆
同
町
)

朝
長
孝
介
(
松
原
3
丁
目
)

野
口
の
ぞ
み
(
東
野
岳
町
)

吉
本
乃
梨
子
(
陰
平
町
)

土
橋
啓
太
(
植
松
3
丁
目
)

久
保
奈
津
子
(
小
路
口
本
町
)

森
勇
気
(
赤
佐
古
町
)

森
宗
信
也
(
小
路
口
本
町
)

牧
島
さ
お
り
(
西
大
村
本
町
)

柳

谷

博

之

(
一二
城
町
)

中
尾
崇
通
(
中
里
町
)

西
町
健
太
(
富
の
原
2
丁
目
)

大

庭

雄

一
郎
(
大
川
田
町
)

大
又
隼
人
(
立
福
寺
町
)

熊
本
明
日
香
(
竹
松
町
)

岩
崎
優
理
葉
(
竹
松
町
)

第26回九州アンサンブルコンテストに出場した
郡中学校の皆さん (2/5・市役所)
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第14回全国都道府県対抗中学バレーポール大会に
選抜チームの一員として出場した
市内中学生の皆さん (1/24・市役所)

1 



'‘・' 9固拡張 は3つの目的のために行っています~

大村市は、人口10万人都市を目指しており、水道局も10万人に給水できるよう準備を進めています。

現在、大村市の飲料水の約75%は地下水ですが、地下水は限りある資源であり、その減少は地盤沈

下の原因になるばかりでなく、環境に様々な影響を与えます。

そこで、水道局は、井戸からの取水を控え、貴重な地下水を保全してい三うと考えています。
叫A/

災害や気象によって給水に大きな影響を受けやすい簡易水道を統合じ、市民の皆様に安全でおいしい

水を安定的に供給できる災害に強い水道を目指しています小¥ー

、 司叫圃，:

大村市の人口推移
人

90，000 

85，000 I 
80，000 

75.000 

70.000 

65.000 

60.000 

55，000 

今?苫，ヰ35.ー 74，294 75，422 

...... 一一78;34ヰ
76，767 

.7.9，279.. 80，471 
81，936 

.84，250 83;050 

50.000 1..6日
平成2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年

各年10月1日現在

事業の主な内容

萱瀬ダムの嵩上げ

上部・南部地区簡易水道の統合

坂口浄水場の施設増設
~，.".. 

童瀬夕、ム嵩上げ工事完成
萱瀬ダムの嵩上げ工事が完成しました。平

成13年 1月27日はダムが満水になり、ダムの

関係者に対し、報告会が聞かれました。

今年9月末には、ダム周辺整備も含め完成

の予定です。完成後は大村市に 1日15，000rrl 
の水が供給されます。

-9-

事業に要する経費

第 9回拡張事業に要する経費は、約135億
円で、 1年間の料金収入の約10年分にあた

ります。この135億円のうち、約112億円が

企業債(国からの借入金)でまかなわれます。

t 



今
年
3
月
引
日
を
も
っ
て
三
械
幼
稚
園
が
お
年

間
、
申
央
幼
稚
園
が
幻
年
閣
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
い

歴
史
に
幕
を
お
ろ
し
ま
す
。
三
城
幼
稚
園
、
中
央

幼
稚
園
で
学
び
・
遊
ん
だ
皆
さ
ん
に
は
、
感
慨
深

い
も
の
が
あ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
両
幼
稚
園

で
の
た
く
さ
ん
の
出
来
事
は
皆
さ
ん
の
の
の
申
に

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
し
て
い
つ
ま
で
も
輝
い

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

市
で
は
今
後
と
も
引
世
紀
を
担
う
予
供
た
ち
の

健
全
な
成
長
を
願
い
、
さ
ら
に
幼
稚
園
教
育
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【三城幼稚園】昭和50年4月開園

修了児 1，264名

三

城

幼

稚

箇

保
護
者
か
ら

開
園
当
初
は
、
わ
ず
か
な
遊

具
だ
け
で
殺
風
景
で
し
た
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
や
保
護
者
の
皆

さ
ん
、
市
の
ご
協
力
に
よ
り
樹

木
・
遊
具
、
ま
た
小
動
物
も
加

わ
り
物
心
両
面
で
の
教
育
環
境

が
充
実
さ
れ
、
子
供
た
ち
も
楽

し
い
幼
稚
園
生
活
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

10-

三
城
旬
持
団
、

中
市
計
旬
持
団
斤
朝
団
し
ま
す
。

{中央幼稚園}昭和29年 4月開園

修了児 3，846名

人

中
央
幼
穏

昭
和
初
年
の
創
立
以
来
、
多
く

の
素
晴
ら
し
い
子
供
た
ち
が
巣
立

っ
て
い
き
ま
し
た
。

多
く
の
方
の
愛
情
と
信
頼
を
土

台
に
幼
児
教
育
に
携
わ
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
幼
稚
園
教
育
は
、

人
間
の
可
能
性
の
発
見
だ
と
思
い

ま
す
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
方

へ
の
感
謝
と
本
園
を
修
了
さ
れ
た

方
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
お
祈
り
し

ま
す
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

園
長
か
ら
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12000年めちゃくちゃ楽しい秋祭り」
-今世紀最後の祭りはグレートだ-

一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
が
ひ
と

つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
知
恵
を
出

し
合
い
な
が
ら
取
組
ん
で
い
く
姿
は

実
に
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。
本
校

の
子
ど
も
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
な
行
事

の
中
で
、
そ
ん
な
姿
を
発
揮
し
て
い

ま
す
。
伝
統
と
な
り
つ
つ
あ
る
「
秋

祭
り
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。

今
年
は
「
2
0
0
0年
め
ち
ゃ
く
ち

ゃ
楽
し
い
秋
祭
り
」
よ
ブ
世
紀
最
後
の

祭
り
は
グ
レ
ー
ト
だ
!
と
銘
打
ち
、
全

校
児
童
が
年
度
当
初
か
ら
学
年
ご
と
の

テ
l
マ
に
そ
っ
て
様
々
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
に
挑
戦
す
る

1
年
生

自
分
た
ち
で
絵
を
描
い
た
り
木
の

葉
を
つ
け
た
り
し
て
作
っ
た
う
ち
わ

や
は
っ
ぴ
。
も
ち
ろ
ん
踊
り
も
オ
リ

ジ
ナ
ル
。
何
か
ら
何
ま
で
手
作
り
で

挑
戦
し
た
初
め
て
の
お
祭
り
で
し
た
。

「
大
村
お
く
ん
ち
」
で
に
ぎ
わ
う

2
年
生

「
龍
踊
り
」

「川
船
」

「お
み
こ
し
」
、

長
崎
く
ん
ち
を
ま
ね
て
自
分
た
ち
で

作
っ
た
出
し
物
。
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ

っ
た
け
ど
そ
れ
も
微
笑
ま
し
い
手
作

り
お
く
ん
ち
の

一
場
面
で
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
奮
戦
す
る
3
年
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
か
。
3
年
生

に
と
っ
て
は
か
な
り
難
し
い
テ
l
マ

で
し
た
が
、
今
と
昔
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
比
べ
る
中
で
、
太
陽
の
光
や
風
等

自
然
に
あ
る
も
の
が
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。

ゴ
ミ
問
題
に
取
組
む
4
年
生

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
見
学
は
、
身
の

回
り
の
ゴ
ミ
に
対
す
る
関
心
を
高
め

ま
し
た
。
そ
の
結
果
牛
乳
パ
ッ
ク
の

再
生
紙
作
り
と
い
う
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
実
感
す
る
5
年
生

車
い
す
や
ア
イ
マ
ス
ク
の
体
験
を

す
る
中
で
社
会
の
中
の
様
々
な
問
題

点
に
気
付
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
施
設
や
設
備
だ
け
で
な
く
心
の
中

の
バ
リ
ア
フ
リ
l
の
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

「
食
」
に
つ
い
て
考
え
る
6
年
生

自
分
た
ち
で
種
か
ら
育
て
た
野
菜
、

大
豆
か
ら
作
っ
た
手
作
り
み
そ
、
そ

れ
を
使
っ
た
豚
汁
の
昧
は
格
別
で
し

た
。
何
気
な
く
食
べ
て
い
た
も
の
に

感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
ま
し
た
。

「秋
祭
り
」
に
は
保
護
者
や
地
域
の

方
々
を
招
待
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
招

待
状
も
子
ど
も
た
ち
の
手
作
り
で
す
。

お
祭
り
当
日
は
、
今
ま
で
の
活
動
の

成
果
を
ゲ
l
ム
や
ク
イ
ズ
形
式
で
発

表
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
直
接
体
験

に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち

の
意
識
は
、
他
の
学
年
や
お
祭
り
に

参
加
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
や
っ
て
み
る
、
自
分

た
ち
の
言
葉
で
表
現
す
る
と
い
う
活

動
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
新
た
な

発
見
を
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
き
ま

す
。
本
校
が
め
ざ
す

「生
き
る
力
」

が
少
し
ず
つ
育
っ
て
き
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

「秋
祭
り
」
を
は
じ
め
子
ど
も
た
ち
の

発
表
の
場
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

次
回
は
大
村
中
学
校
の
予
定
で
す
。

摩
A

ま
定
あ
と

大
村
家
の
大
名
緯

3
月
3
日
の
「
ひ
な
ま
つ
り
」
。

こ
の
行
事
は
女
の
子
の
健
や
か
な
成

長
や
幸
福
を
願
う
も
の
で
、
雛
人
形

を
飾
っ
て
お
祝
い
し
ま
す
。

ひ
な
祭
り
の
起
源
は
、
身
の
け
が

れ
や
災
い
を
人
形
に
移
し
、
川
に
流

し
て
厄
払
い
し
た
と
い
う
古
代
中
国

の
風
習
に
あ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
が
日

本
に
伝
わ
る
と
女
の
子
の
人
形
遊
び

と
結
び
付
き
、
江
戸
時
代
か
ら
は
ひ

な
ま
つ
り
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
雛
人
形
飾
り
は
、
最
初
は
1

段
か

2
段
の
簡
素
な
も
の
で
し
た

が
、
江
戸
の
後
期
に
な
る
と
、
次
第

に
派
手
に
な
り
、
段
も
7
段
8
段
と

増
え
て
い
き
ま
す
。
こ
の
段
飾
り
に

三
人
官
女
や
五
人
離
子
が
加
わ
り
、

正.

文
化
財
は
語
る
|
⑨
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雛
人
形
の
飾
り
は
豪
華
さ
を
増
し
て

い
き
ま
し
た
。

さ
て
、
大
村
藩
主
大
村
家
に
は
1

対
の
雛
人
形
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
最
後
の
藩
主
大
村
純
照
公

の
娘
憲
子
さ
ん
の
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
明
治
初
期
に
京
都
で
作
ら

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
東
京
で

は
空
襲
の
難
を
逃
れ
、
今
に
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

大
村
地
方
で
は
、
古
く
か
ら
雛
祭

り
を
、
「
桃
の
節
句
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
桃
の
花
の
咲
く
旧
暦
に
あ
わ
せ

て、

1
月
遅
れ
の
4
月
3
日
に
す
る

風
習
が
あ
り
ま
す
。
古
く
は
、
古
賀

人
形
な
ど
の
士
人
形
の
雛
人
形
が
良

く
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
お
宅
に
も
古
い
雛
人
形
が

眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
も
し
、
あ
り

ま
し
た
ら
、
市
文
化
課
ま
で
ご
一
報

く
だ
さ
い
。

旧
楠
本
正
隆
屋
敷
で
こ
の
大
名
雛

の
展
示
を
左
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

「
大
村
の
ひ
な
ま
つ
り
」

場
所
旧
楠
本
正
隆
屋
敷

日
時

3
月
M
日
出
1
4
月
5
日
同

※

3
月
泣
日
出

・
4
月
1
日
制
に
は

お
抹
茶
が
振
る
ま
わ
れ
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

6
9
)
 

文
化
課
(
内
線
3



2/8 男女共同参画社会をめざし
一 おおむら男女共同参画フォーラムー

おおむら男女共同参画フォーラムが、市民会館で
聞かれました。フォーラムでは、河合隼雄氏の「男
と女の子育て観」の講演やシンポジウムが行われ、
満員の会場は、男女共同参画社会について、考えを
新たにしていました。

~ 13 

1/.気合いで勝負
一 一第40回大村市少年剣道大会一

市内の小 ・中学生約 330人が参加して 、
少年剣道大会が「シ-ハットおおむら」で行
われました。大会は 、紅白戦と個人戦で行わ
れ、気合いの入った声を響かせながら 、戦っ
ていました。また 、応援にかけつけた甲斐田
市長は「元気一杯に剣道に打ち込み 、はつら
つとした姿に接するとき頼もしさと力強さを
感じます。」と激励していました。

21mがんばれ!!ランナー
一 一おおむら駅伝競走大会一

第24回おおむら駅伝競走大会が、海上自衛

隊内道路の周回コースで行われました。大会
には、 一般 ・選抜チム102チムが参加、家
族や仲間 、沿道の人々の声援を受けながら 、
タスキをつないでいました。

11m文化財
司 F 一文化財防火デ一一

1月26日が文化財防火デ に定められ
ていることから、昨年同様、旧楠本正曜
屋敷と黒丸踊りの法養堂において大村消
防署、消防設備会社などの指導のもとで
消防訓練が行われました。

‘7 

，、
CAMERA SPOT 

1/f1D技をみがけ
一 一大村市剣道協会武道始め式一

大村市剣道協会武道始め式が、市武道館で
行われました。始め式には、市内の剣士約 2
o 0人が参加。日本剣道形 -居合道-棒術な
どが披露されたあと掛り稽古などが行われ 、
館内は剣士たちの気合いのこもった声が響き
わたっていました。

圃a:;;..田w

・・!::::二

~.宮町も・向島一←

ー ~室つよ五~""'~ -
ーでヲエ./ ----:.今

~二/ノ

1/.新春に健脚競う
一 一第20回萱瀬新春駅伝大会一

新春恒例の駅伝大会が、名町内から 12チームが
参加して行われました。選手たちは、日頃の練習の
成果を発揮し 、町内の声援を受けながら、タスキを
つないで、いました。また、甲斐田市長は「選手の皆
さんは、今日のため トレ 二ングを積まれたことで
しょ うO その成果を発揮してください。」と激励し
ていました。

2/.‘一軍.Let'sスポーツ
ーおおむら軽スポーツ大会一

「おおむら軽スポ ツ大会Jが、シ ハットおおむらで行われま
した。ソフトバレーボーjレの部には、38チーム インテ'ィア力の
部には21チームが参加。 選手たちはさわやかな汗を流しながら 、
スポーツを楽しんで、いました。

11m鈴田駅伝
一 一第14回鈴田地区駅伝大会一

第14回鈴団地区駅伝大会が、 9町内から約 100人が参
加して行われました。選手たちは、町内の声援を受けなが
ら、力強い走リでタスキをつないでいました。また 、子供
会のマラソン大会や健康マラソンも行われました。

11m熱い熱い戦いです
一竹子連サッカ一大会一

竹子連サッ力 大会が、竹松小学校グランドで行われました。
大会には、竹松小学校区の子供会から 8チームが参加。パスや
ドリブルなどのプレ に保護者の歓声が響いていました。
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みんなの

健康
「突発性難聴J

突
然
耳
が
聞
こ
え
な
く
な
っ

た
ら
、
そ
の
驚
き
は
大
変
な
も

の
で
す
。
治
る
だ
ろ
う
か
と
い

う
恐
怖
が
頭
を
よ
ぎ
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
に
特
別
の
原
因

も
な
く
、
急
に
片
耳
あ
る
い
は

両
耳
の
高
度
難
聴
を
来
す
病
気

が
あ
り
、
突
発
性
難
聴
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
発
症
の

仕
方
、
病
態
を
病
名
と
し
た
も

の
で
す
が
、
正
式
の
病
名
で
す
。

特
定
の
原
因
が
な
い
も
の
と
い

う
条
件
が
あ
る
た
め
に
、
こ
の

よ
う
な
名
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
朝
、
目
を
覚
ま
す
と
耳
が

聞
こ
え
な
く
な
っ
て
い
た
り
、

何
か
家
事
や
仕
事
を
し
て
い
る

時
に
、
突
然
発
症
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
衝
撃

的
な
体
験
で
す
か
ら
、
ほ
と
ん

ど
の
方
は
発
症
の
日
時
や
、
何

を
し
て
い
る
時
で
あ
っ
た
か
を

覚
え
て
い
ま
す
。
め
ま
い
や
耳

鳴
り
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
、
こ

の
場
合
は
治
り
が
悪
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
難
聴
が

下山耳鼻咽喉科医院

院長下山高生

.1. 

高
度
で
あ
る
ほ
ど
、
治
り
が
悪

い
よ
う
で
す
。

原
因
は
、
内
耳
の
血
流
障
害

に
よ
る
機
能
低
下
説
が
有
力
で

す
が
、
ウ
イ
ル
ス
説
も
あ
り
ま

す
。治

療
は
、
血
流
改
善
剤
や
神

経
賦
活
剤
の
点
滴
や
内
服
、
ま

た
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
な
ど

を
使
い
ま
す
。
安
静
が
必
要
な

の
で
、
入
院
治
療
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
早
期
に
治
療
を

始
め
る
と
、
良
好
な
回
復
が
得

ら
れ
る
乙
と
が
多
い
の
で
す
が
、

治
療
開
始
が
遅
れ
て
2
週
間
を

過
ぎ
る
と
、
回
復
し
に
く
い
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
中
に

は
、
そ
の
う
ち
治
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
、
こ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ

イ
ム
を
逃
す
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

も
と
も
と
中
等
度
難
聴
の
あ
る

方
は
、
事
態
が
分
か
り
に
く
い

の
か
、
受
診
が
遅
れ
る
場
合
が

あ
る
よ
う
で
す
。

疲
れ
た
時
に
起
こ
り
ゃ
す
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
疲

れ
た
時
に
は
、
無
理
を
し
な
い

で
、
休
む
こ
と
が
予
防
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。

他
に
突
然
難
聴
を
来
す
疾
患

と
し
て
は
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
力

み
に
よ
る
圧
変
化
の
た
め
に
、

内
耳
の
リ
ン
パ
液
が
漏
れ
る
も

の
、
爆
竹
や
大
き
な
音
を
聞
い

た
後
に
起
こ
る
も
の
、
聴
神
経

腫
一
場
の

一
部
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

図
市
立
病
院
だ
よ
り

一一寸

狭
IL' 

H 症

っ
し、

て
L-

昨
年
、
平
成
ロ
年
1
月
1
日
か
ら
ロ
月

白
日
ま
で
に
、
当
院
心
臓
血
管
病
セ
ン
タ

ー
循
環
器
科
に
6
6
2
名
の
患
者
さ
ん
が

入
院
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
緊
急
入

院
さ
れ
た
方
が
1
5
1
名
で
し
た
。
緊
急

入
院
の
内
訳
は
、
急
性
心
筋
梗
塞
別
名
、

不
安
定
狭
心
症
U
名
、
う
っ
血
性
心
不
全

貯
名
で
し
た
。
こ
の
数
字
は
、
最
近
の
2

1
3
年
間
ほ
ぼ

一
定
し
て
お
り
、
急
性
心

筋
梗
塞
の
死
亡
率
も
8
i
m
%
程
度
と
あ

ま
り
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

死
亡
し
た
方
の
中
に
は
、
到
着
時
す
で

に
心
肺
が
停
止
し
て
お
り
蘇
生
し
て
何
と

か
集
中
治
療
室
に
収
容
し
た
人
や
、
い
ろ

ん
な
条
件
で
冠
動
脈
造
影
が
で
き
な
か
っ

た
人
た
ち
も
含
む
の
で
す
が
、
我
々
は
、

5
%
以
下
の
死
亡
率
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
冠
動
脈
造
影
が
で
き
た
人
の
内
の

鎚
%
は
、
つ
ま
っ
た
冠
動
脈
を
風
船
で
再

開
通
で
き
て
い
る
の
で
す
が
、
す
で
に
広

告
(⑮

2

1

6

1

大村市立病院循環器科長

園田康男

汎
に
心
筋
が
壊
死
に
陥
っ
た
人
は
、
結
局

心
不
全
(
心
臓
が
十
分
な
血
液
を
送
り
出

せ
な
く
な
っ
た
状
態
)
で
亡
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
心
臓
を
養
っ
て
い
る
主
な
血

管
は
3
本
あ
り
、
閉
塞
(
血
管
が
つ
ま
っ

た
状
態
)
す
る
本
数
が
多
い
ほ
ど
死
亡
率

が
高
い
の
で
す
。

救
命
率
を
上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
で
し
ょ
う
か
?
風
船
治
療
の
技
術
が
確

立
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す

が
、
心
筋
梗
塞
に
な
る
前
の
狭
心
症
の
段

階
で
早
く
見
つ
け
て
、
冠
動
脈
が
閉
塞
す

る
前
に
風
船
で
広
げ
る
か
、
風
船
治
療
が

危
険
な
場
合
は
、
バ
イ
パ
ス
手
術
を
す
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

中
に
は
、
内
服
治
療
の
み
で
よ
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
狭
心
症
状

に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
次
の
よ
う
な
症
状

が
で
た
ら
、

一
度
「
循
環
器
科
外
来
」
を

受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

発
生
す
る
場
所
や
範
囲
場
所
胸
の
中

央
が
多
く
、
次
い
で
み
ぞ
お
ち
、
背
中
、

首
か
ら
顎
に
か
け
て
な
ど
。

範
囲

手

の
ひ
ら
で
、
こ
の
あ
た
り
と
い
う
位
に
漠

然
と
し
て
い
ま
す
。
指
先
で
こ
こ
と
示
せ

る
の
は
、
狭
心
症
の
可
能
性
は
薄
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
指
で
押
す
と
更
に
痛
か

っ
た
り
、
体
を
ひ
ね
る
と
痛
く
な
る
よ
う

な
も
の
も
狭
心
症
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

症
状
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
、
圧
迫

さ
れ
る
よ
う
な
と
い
う
表
現
が
多
く
、
胸

が
焼
け
る
と
訴
え
る
人
も
か
な
り
い
ま

す
。

痛
み
の
持
続
時
間
一
普
通
3
i
5

分
、
長
く
て
も
日
分
位
で
、
数
秒
間
と
か

1
日
中
続
く
よ
う
な
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど

狭
心
症
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
ニ
ト

ロ
ー
ル
(
狭
心
症
の
薬
)
を
舌
下
(
舌
の

下
に
置
き
、
薬
が
溶
け
る
の
を
待
つ
)
し

て
2
1
3
分
で
胸
が
す
っ
き
り
な
る
よ
う

な
ら
、
狭
心
症
の
可
能
性
は
か
な
り
高
く

な
り
ま
す
。

次
回
か
ら
も
、
心
臓
病
に
つ
い
て
な
る

べ
く
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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サービスの手重ま買 件数 給付額 (円) I 

訪問介護 349 16，042，491 

訪問入浴介護 11 531，381 

訪問看護 51 2，807，142 

訪問リハビリ 47 1，079，100 

通所介護 565 35，146，125 

通所リハビリ 250 15，801，208 

福祉用具貸与 90 1，059，570 

短期入所生活介護 48 2，548，773 

短期入所療養介護 39 2，379，825 

特定施設入所者生活介護 1 185，724 

痴呆対応型共同生活介護 。 。
居宅療養管理指導 98 660，240 

居宅介護支援 899 6，640，400 

福祉用具購入費 11 231，037 

住宅改修費 10 1，195，968 

居宅サービス計 2，469 86，308，984 

介護老人福祉施設 188 57，228，304 

介護老人保健施設 199 57，057，967 

介護療養型医療施設 45 17，554，788 

特定診療・療養費 43 541，575 

施設サービス計 432 132，382，634 

高額介護サービス費 108 890，885 

審査支払手数料 2，834 269，230 

合計 5，843 219，851，733 

介
護
保
険

Q
&
A

高
齢
福
祉
課
(
内
線

1
3
9
)

昨
年
日
月
に
実
施
し
た
、
介
護
認
定

者
に
対
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
も
っ
と
詳
し
く
説
明
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
多
か
っ
た
「
介

護
保
険
料
の
し
く
み
」
に
つ
い
て
お
答

え
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、
日
歳
以
上
の
人

(第
1
号
被
保
険
者
)
と

ω歳
か
ら
臼

歳
ま
で
の
人
(
第
2
号
被
保
険
者
)
で

は
、
保
険
料
の
額
や
納
め
方
が
異
な
り

市役所

怨 53-4111(代表)

平成12年10月の介護給付状況「表 1J 

ま
す
。

介
護
保
険
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
人
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
ヘ

1
割
の
自
己
負
担
を
支
払
い
、
残
り
の

9
割
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
が
国
保
連
合
会
を
通
し
て
大
村
市

(
保
険
者
)
ヘ
請
求
し
ま
す
。

例
え
ば
、

1
月
に
日
万
円
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
ー
万
円
は

利
用
者
本
人
の
自
己
負
担
で
残
り
の
9

万
円
を
大
村
市
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

者
ヘ
支
払
い
ま
す
。

大
村
市
は
、
こ
の
9
万
円
の
内
、
4

万
5
、
0
0
0
円
を
保
険
料
で
、
残
り

の
4
万
5
、
0
0
0
円
を
国

・
県
・
市

の
負
担
で
賄
う
こ
と
に
な
り
ま
す

。
日
歳
以
上
の
人
(
第
1
号
被
保
険
者
)

の
介
護
保
険
料
は
、
市
区
町
村
(
保
険

者
)
が
そ
れ
ぞ
れ
に

3
年
間
を
見
越
し

て
定
め
、
保
険
者
が
独
自
に
徴
収
し
ま

す
。徴

収
の
方
法
は
、
老
齢
基
礎
年
金
か

ら
天
引
き
し
た
り
、
納
付
書
で
納
め
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
年
金
の
種
類
が
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
の
場
合
は
、
そ
の
年
金
か
ら

天
引
き
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
現
在
の
介
護
保

険
料
は
、
平
成
ロ
年
か
ら
平
成
M
年
ま

で
の
3
年
間
に
お
け
る
大
村
市
民
が
利

用
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
総
額
を

見
積
も
り
、
全
体
の
U
%
に
相
当
す
る

額
を
大
村
市
民
の
臼
歳
以
上
の
人
口
で

割
り
、

1
年
間
分
と
し
て
算
出
し
た
保

険
料
が
基
準
額
と
な
り
ま
す
。
大
村
市

の
基
準
額
は
3
万
7
、
2
0
0円
で
す
。

。

ω歳
か
ら
臼
歳
ま
で
の
人
(
第
2
号

被
保
険
者
)
の
介
護
保
険
料
は
、
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
に
合
算
し
て
納
め

て
お
り
、
計
算
方
法
は
、
健
康
保
険
の

種
類
(
会
社
員
が
加
入
す
る
健
康
保
険

組
合
、
公
務
員
が
加
入
す
る
共
済
組
合
、

農
家
や
自
営
業
の
人
な
ど
が
加
入
す
る

国
民
健
康
保
険
な
ど
)
で
異
な
り
ま
す
。

各
健
康
保
険
で
徴
収
さ
れ
た
介
護
保

険
料
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
に

一
括
集
計
さ
れ
、
大
村
市
に
は
交

付
金
と
し
て
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
か
ら
介
護
給
付
費
の
お
%
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

大
村
市
に
お
け
る
平
成
ロ
年
目
月
の

利
用
及
び
給
付
状
況
は
「
表
1
」
の
と

お
り
で
す
。

※

3
月
号
市
政
だ
よ
り
と
共
に
、
保
存

版
の
介
護
保
険
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い

第
泊
四
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

特
選
(
長
崎
県
国
民
金
年
金
課
長
賞
)

「
仲
よ
し
」

川
鶴
正
保
さ
ん
の
作
品

愚
民
年
金
保
険
料
の
納

付
を
お
忘
れ
な
く

保
険
年
金
課
(
内
線
1
1
3
・
1
1
4
)

現
在
、
大
村
市
が
発
行
し
て
い
る
平

成
ロ
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書

は
使
用
期
間
が
残
り
あ
と
わ
ず
か
(
平

成
日
年
4
月
幻
日
ま
で
)
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
納
期
限
を
す
ぎ
て
い
る
の
に

う
っ
か
り
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い

た
り
、
口
座
振
替
で
引
き
落
し
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
な
ど
未
納
の
保
険
料
が

あ
る
方
は
お
早
め
に
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。
紛
失
な
ど
に
よ
り
納
付
書
を
お

持
ち
で
な
い
場
合
に
は
納
付
書
を
発
行

い
た
し
ま
す
の
で
年
金
係
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

来
る
べ
き
老
後
の
備
え
と
し
て
年
金

受
給
権
を
確
保
し
、
少
し
で
も
多
く
の

年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
も
年
金
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
保
険
料
の
未
納
期
間
が
多
い
と

せ
っ
か
く
納
付
し
て
い
た
年
金
が
受
給

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
状
況
で
は
ど
う
し
て

も
納
付
で
き
な
い
場
合
に
は
、
放
っ
て

お
か
ず
に
、
お
早
め
に
保
険
年
金
課
年

金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
電
話
で

の
相
談
で
も
結
構
で
す
。

、二〆
~:;'}:'，ヂ
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市役所

ft53・4111(代表)

保
険
年

/ヘ メ卒、

内斗1L.
師

線

3 

4 

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上

げ
率
、
繰
下
げ
率
が
変

わ
り
ま
す

老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
は
ω

歳
か
ら
受
給
で
き
ま
す
が
、
希
望
す
れ

ば
早
く
受
給
(
繰
上
げ
)
す
る
事
も
、

遅
く
受
給
(
繰
下
げ
)
す
る
事
も
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
額
は
繰
上
げ
の

場
合
は
減
額
に
、
繰
下
げ
の
場
合
は
増

額
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
度
決
定
し

た
減
額
率
・
増
額
#
宇
は
一
生
変
わ
り
ま

せ
ん
。

平
成
日
年
4
月
か
ら
、
昭
和
日
年
4
月

2
日
以
降
生
ま
れ
の
人
が
、
老
齢
基
礎
年

金
の
繰
上
げ
請
求
、
繰
下
げ
請
求
し
た
時

の
減
額
率、

増
額
率
が
別
表
の
よ
う
に
変

更
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
は
年
単

位
で
の
計
算
だ
っ
た
も
の
が
月
単
位
で
の

計
算
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

※
注
改
正
後
の
率

繰
上
げ
減
額
率

「
ω
%
×
繰
上
げ
た

月
数
」

繰
下
げ
増
額
率

「
ω
%
×
繰
下
げ
た

月
数
」

※
昭
和
日
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
の
減
額

率
・
増
額
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

繰
上
げ
受
給
を
す
る
と
次
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。

①
白
歳
ま
で
受
け
ら
れ
る
特
別
支
給
の

老
齢
厚
生
年
金
は
支
給
停
止
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
昭
和
同
年
4
月
2
日
以

降
生
ま
れ
の
人
は
併
給
で
き
ま
す
。

ノ，

②
遺
族
厚
生
年
金
と
は
ほ
ω
歳
ま
で
選
択

に
な
り
ま
す
。

③
障
害
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

④
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

請求時の年齢 改※i主正後の減額率 現在の減額率

60歳 30% 42% 

61歳 24% 35% 

62歳 18% 28% 

63歳 12% 20% 

64歳 6% 11 % 

請求時の年齢 改※i主正後の増額率 現在の増額率

繰 66歳 8.4% 12% 

下増額率げ

67歳 16.8% 26% 

68歳 25.2% 43% 

69歳 33.6% 64% 

70歳 42% 88% 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
様
へ

保
険
証
(
国
民
健
康
被

保
険
者
証
)
が

4
月
1

日
か
ら
替
わ
り
ま
す

保
険
年
金
課
(
内
線
1
1
2
)

現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
国
民
健

康
被
保
険
者
証
、
退
職
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
は

3
月
紅
白
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
4
月
1
日
か
ら
は
新
し
い

国
民
健
康
被
保
険
者
証
(
緑
色
)
、
退

職
被
保
険
者
証
(
だ
い
だ
い
色
)
に
替

わ
り
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は

3
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
が
、

4
月
に
な
っ
て
も
届

か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら

①
被
保
険
者
証
に
記
載
し
て
あ
る
内
容

(
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
な
ど
)
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
(
間
違
い
が
あ

れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
)

②
被
保
険
者
証
は
、
必
ず
お
手
元
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

③

4
月
1
日
か
ら
診
療
を
受
け
る
際

は
、
必
ず
新
し
い
被
保
険
者
証
(
緑
色
、

だ
い
だ
い
色
)
を
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
、
科
目
以
内
に
必
ず
届

け
出
を

①
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
り
、

他
市
町
村
に
転
出
し
た
場
合
は
、
国
保

の
資
格
喪
失
の
手
続
き
を
し
て
保
険
証

を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

②
退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険
を
脱

退
し
た
り
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た

場
合
は
、
国
保
の
資
格
取
得
の
手
続
き

を
し
て
保
険
証
の
交
付
を
受
け
て
下
さ

い
。
な
お
、
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当

さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
年
金
証
書
を
ご

持
参
下
さ
い
。

固
定
資
産
税
課
税
台
帳

の
縦
覧
が
で
き
ま
す

税
務
課
固
定
資
産
税
係

(
内
線
1
2
0
・
1
2
1
)

縦
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
印
鑑
及
び

本
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
(
運

転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
)
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

期
間

3
月
1
日
同
j
お
日
働

(土・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
)

縦
覧
で
き
る
人
市
内
に
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
を
持
っ
て
い
る
人
及
び
そ
の

代
理
人
(
代
理
人
の
場
合
は
承
諾
書
が

必
要
で
す
)

縦
覧
場
所

税
務
課
固
定
資
産
税
係

平
成
同
年
度

市
民
税
・
農
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
申
告
は

お
早
め
に

税
務
課
市
民
税
係
(
内
線
1
2
4
)

3
月
は
、
次
の
日
程
(
士
・
日
を
除

き
ま
す
)
で
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
告
受
付
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
人

や、

2
月
に
申
告
で
き
な
か
っ
た
人
は
、

早
め
に
市
役
所
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
告
期
限
は

3
月
日
日
同

で
す
。

未
申
告
の
場
合
、
所
得
証
明
な
ど
の

交
付
や
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度

の
適
用
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必

ず
申
告
し
て
下
さ
い
。

16-

午前8時30分~午後4時

地区 申告受付日 場所

j甫 3月 1日(木) =浦出張所

主令 田 3月2日(金) 鈴田出張所

中公 原 3月7日(水) 松原出張所

(農竹業のある世松帯 ) 3月7日 (水) 竹松出張所

言主主吉 津見 3月8日(木) 萱瀬出張所

~lii 重 3月8日 (木) 福重出張所

受付時間受付日程表

「おおむら駅伝競走大会」

(; 



下
水
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
水
道
建
設
課
(
内
線
4
0
1
)

市役所

ft53-4111 (閥
勧
誘
に
つ
い
て
注
意

最
近
、
汚
水
桝
の
点
検
と
称
し
て
、

格
安
で
管
清
掃
を
行
う
旨
の
説
明
を
し

て
、
勧
誘
を
行
い
多
額
の
請
求
を
し
て

い
る
業
者
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
屋
外
の
溜
桝
を
、

1
か
月
に

1
回
掃
除
し
て
油
分
を
取
り
除
き
生
ゴ

ミ
と

一
緒
に
処
理
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
排
水
管
の
清
掃
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん。排
水
設
備
工
事
は
、
指
定
工
事
庖
で

下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
に
つ
い
て

は
、
市
が
指
定
し
た
工
事
事
業
者
で
な

け
れ
ば
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

大
村
市
排
水
設
備
指
定
工
事
庖
の
指
定

に
つ
い
て

指
定
工
事
庖
(
平
成
ロ
年
ロ
月
1
日
交

付
分
)

指
定
番
号
貯
・

側
松
栄
設
備
(
長
崎
市

立
山
5
丁
目

4
l
m)

指
定
番
号
悌
・

同
ダ
イ
メ
イ
設
備
(
西

彼
杵
郡
多
良
見
町
囲
名
2
6
6
m
)

下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金

下
水
道
業
務
課
料
金
係

(
内
線
4
1
2
)

下
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
す
と
、
都
市

計
画
法
及
び
市
の
下
水
道
受
益
者
負
担

金
条
例
に
基
づ
き
、
利
益
を
受
け
る
方

に
下
水
道
を
計
画
的
に
、
し
か
も
早
期

に
完
成
し
て
い
く
た
め
の
建
設
費
の
一

部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

受
益
者
負
担
金
を
納
め
る
時
期

皆
さ
ん
の
区
域
の
下
水
道
事
業
の
進
み

具
合
(
本
管
布
設
工
事
の
完
了
後
)
に

応
じ
て
逐
次
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

受
益
者
負
担
金
の
額

負
担
金
の
額
は
、
土
地
(
受
益
地
)
の

面
積
に
応
じ
土
地
1
平
方
メ
ー
ト
ル
当

り
2
0
0
円
(
坪
当
り
6
6
0
円
)
の

割
合
で

一
度
だ
け
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で
海
岸
は
ぴ
っ
か
び
か

大
村
湾
沿
岸
一
斉
清
掃
の
日

環
境
保
全
課
(
内
線
1
4
4
)

「
大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
」
大

村
支
部
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
き
れ
い
な

海
や
川
を
守
る
た
め
、
大
村
湾
の
沿
岸

清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
(年
2
回
実

施
)
早
朝
の
さ
わ
や
か
な
空
気
の
な
か

で
、
海
岸
を
ぴ
か
ぴ
か
に
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

3
月
日
日
側
、
午
前
7
時
鉛
分

j
(
1
時
間
程
度
。
雨
天
中
止
)

集
合
場
所
大
村
公
園
南
堀
駐
車
場

※
当
日
は
軍
子
、
長
靴
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
ご
み
袋
は
事
務
局
で
用
意
し
ま
す
。

平
成
恰
年

4
月
か
う

一
雇
用
探
検
制
度
が
大
き

く
変
わ
り
ま
す

ハ
ロ
ー
ー
ワ
!
ク
大
村
(
包

⑫
8

6
0
9
)
長
崎
労
働
局
職
業
安

定
課

(
2
0
9
5
8
1
3

1
9
2
1
)
 

O
「
一
般
の
離
職
者
(
定
年
退
職
や
自

己
の
意
思
に
よ
り
離
職
し
た
方
等
)
」

で
あ
る
か
、

「倒
産
、
解
雇
等
に
よ
り

離
職
し
た
方
」
で
あ
る
か
に
よ
り
、
失

業
し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
基
本
手
当

の
給
付
日
数
が
異
な
る
仕
組
み
と
な
り

ま
す
。

。
雇
用
保
険
料
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

原
則
1
0
0
0
分
の
日
・

5
と
な
り
ま

す
。
(
事
業
主
負
担
分
一

1
0
0
0
分

の
幻
、
被
保
険
者
負
担
分
一

1
0
0
0

分
の

6
)
な
お
、
農
林
水
産
業
・
清
酒

製
造
業
は
1
0
0
0分
の
口
・

5
、
建

設
業
は

1
0
0
0
分
の
時
・

5
と
な
り

ま
す

0

0
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
へ
の
雇
用
保

険
の
適
用
基
準
の
う
ち
、
年
収
に
か
か

る
用
件
(
年
収
卯
万
以
上
で
あ
る
こ
と
)

が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

。
登
録
型
派
遣
労
働
者
へ
の
雇
用
保
険

の
適
用
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

。
離
職
証
明
書
等
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す

0

.
改
正
雇
用
保
険
法
に
か
か
る
事
業
所

説
明
会

事
業
所
を
対
象
と
し
た
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

日
時

3
月
7
日
閥
、
午
後
1
時

場

所

シ

l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら

電
話
加
入
権
を
公
売

税
務
課
(
内
線
1
2
6
)

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

3
月
紅
白
閥
、
午
後
1
時
刻
分

場
所
市
役
所
第
8
会
議
室
公
売
方

法
一
般
競
争
入
札
代
金
納
付
期
限

即
納
持
参
す
る
も
の
印
か
ん
(
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
)
公
売
代
数

若

干

※

N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら

れ
な
い
場
合
(
未
成
年
の
買
受
な
ど
)

は
、
売
却
を
取
り
消
し
ま
す
。
な
お
、

公
売
開
始
前
ま
で
に
滞
納
税
が
完
納
さ

れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
売
を
中
止

し
ま
す
。

平
成
汚
・
は
一年
度

建
設
工
事
な
ど
の
指
名

顕
串
講
を

契
約
管
財
課
(
内
線
2
3
0
)

平
成
日

-
H
年
度
建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
な
ど

の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
次
の
と
お
り
資
格
審
査
申
請
書
を

"'--

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

要
件

①
建
設
工
事
H
建
設
業
の
許

可
を
有
し
、
か
つ
経
営
事
項
の
審
査

を
受
け
て
い
る
人

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
な
ど
U
営
業
に
関
し
、
法
律
上
必

要
と
な
る
資
格
を
有
す
る
人

申
請
期
間
及
び
提
出
期
間

3
月
1

日
同
j
初
日
働

申
請
書
類
市
独
自
様
式
お
よ
び
国

土
交
通
省
(
旧
建
設
省
)
の
統

一
様

式
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
場
所
契
約
管
財
課

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

およ内 9長
よび線 5崎
び派 3 I 県
市出 3 Q 教

界市:;p
教 4 一吉 各 l 文
呆教・ |化
菖育所 l課
23 事轄 1~
←務署 1ft

所お 10 

日
時

3
月
ロ
日
卯
、
午
後
1
時
j

3
時

場

所

セ

ン

ト

ヒ

ル

長

崎

(
長
崎
市
)
持
参
す
る
も
の

①
当

該
銃
砲
万
剣
類

②
刀
剣
類
発
見
届

出
済
証

③
審
査
手
数
料
新
規
登

録
審
査
手
数
料

1
件

6
、
3
0
0

円
・
登
録
証
再
交
付
審
査
手
数
料
1

件
3
、
5
0
0
円
(
手
数
料
に
つ
い

て
は
年
度
途
中
で
変
更
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
)
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市役所

ft53圃 4111(代表)

聞
な
か
ち
く
公
民
館
ま
つ
り

-

中
地
区
公
民
館
(
宮
⑬

1
3
7
6
)

中
地
区
公
民
館
を
定
例
的
に
利
用
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
、
日
頃
の
学
習
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
多
数
お
出
か
け
下

さ
い
。
各
グ
ル
ー
プ
へ
の
入
会
は
、
誰

で
も
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
自
分
に
似
合
う
生
涯
学

習
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

。
舞
台
発
表
の
部

3
月
4
日
目
、
午
前

m時
l
午
後
4
時

ω分
内
容
大
正
琴
・
健
康
体
操
・
詩
吟
・

民
踊
・
コ
ー
ラ
ス
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
謡

曲
・
剣
詩
舞
・
民
謡

・
扇
舞
・
レ
ク
ダ

ン
ス
・
尺
八
・
ア
1
ト
バ
レ
エ

。
展
示
発
表
の
部

3
月
凶
日
出
・
日
日
制

午
前
9
時
i
午
後
4
時
ぬ
分

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

内
容

書

・
絵
画
・
俳
句
・
水
墨
画

・

お
り
が
み
・
陶
芸
・
写
真
・
生
け
花
・

木
目
込
み
・
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
・
茶

花
・
刺
し
ゅ
う
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
和

紙
ち
ぎ
り
絵
・
篠
手
芸

・
木
彫
り
・
紙

ネ
ン
ド
・
和
裁
・
手
編
み
な
ど
。

。
茶
会

3
月
日
日
出

や
す
ら
ぎ
会
(
裏
千
家
)

日
日
佃

茶
の
湯
グ
ル
ー
プ
(
宗
偏
流
)

(
一
席
3
0
0
円
、
茶
席
券
は
当
日
会
場

で
お
求
め
下
さ
い
。)

。
着
物
着
付
け
実
演

3
月
日
日
旬
、
午
後
2
時
1
・
H
日
目
、

午
前
日
時
1

。
バ
ザ
1

3
月
4
日
岡
山
・
日
日
∞
・
日
日
制
の
午

前
中

う
ど
ん
・
ち
ら
し
寿
し
・
炊
き
込
み
ご

は
ん
・
ケ

l
キ
・
和
菓
子
・
コ
ー
ヒ

ー
・
手
作
り
品
な
ど

。
ガ
レ
ー
ジ
セ
!
ル

※
不
要
品
即
売
会

3
月
日
日
側
、
午
前
日
時
l
U
時

大
村
笠
活
学
校
生
活
展

コ
ミ
セ
ン

(
包
⑭
3
1
6
1
)

日
時

3
月
3
日

ω、
午
前
9
時
加
分

i
午
後
2
時
ま
で

場
所
コ
ミ
セ
ン
大
会
議
室

・
ロ
ビ
ー

内
容
生
け
花
・

手
芸
等
の
作
品
展

示
・
生
活
雑
貨
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
即
売

会
・
七
宝
焼
体
験
コ
ー
ナ
ー
-
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
生
活
設
計
診
断

市
民
憲
章
講
演
会

「
自
ら
と
り
く
め
ば
楽
し

い
ま
ち
が
で
き
る
」

社
会
教
育
課
(
内
線
3
6
8
)

わ
た
く
し
た
ち
の
ま
ち
「
お
お
む
ら
」

の
「
ま
ち

m

つ
く
り
」
「
人
柄
つ
く
り
」
に
つ

い
て
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

当
日
参
加
し
た
方
々
に
は
花
苗
を
さ
し

あ
げ
ま
す
。
(先
着
1
0
0名
)

日
時

3
月
日
日
側
、
午
後
2
時
1
3

時

ω分
場
所
コ
ミ
セ
ン

入
場
料
無
料

講

師

納
富
和
生
先
生

平
成
均
年
春
休
み
海
外

派
遣
事
業
参
加
者
募
集

制
国
際
青
少
年
研
修
協
会

(
2
0
3
1
3
3
5
9
1
8
4
2
1
)
 

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
小
学

生
を
対
象
に
、
「
第
お
回
記
念
ち
び
っ
こ

探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
』
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

-
「
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
』

場
所
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

定
員
日
本
人
小
学
生
4
0
0
名
、
外

国
人
小
学
生
1
1
0
名

(
3
1
6年
生
)

期
間

3
月
幻
日

ω
i4月
3
日

ω

7
泊
8
日

内

容

青
い
海
で
の
活
動
、

南
の
島
独
特
の
文
化
を
体
験
す
る
活
動
、

特
別
サ
パ
イ
パ
ル
コ

l
ス
な
ど

締
切

3
月
7
日
制
(
申
込
み
先
着
順
)

「イ二j定JIIJ宮尾登美子著 新潮社

昭和21年、 夫と幼い娘と共に満州か
ら引き上げてきた綾子が、農家の嫁
として生きる姿を描いた作品。 r擢」
「春燈Jr朱夏」に続く、 15年ぶり

の白伝的長篇小説です。

圃
ギ
タ
l
初
級
講
座
受
講
生
募
集

.

大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

-

B⑮

5
7
2
8
(鎌
田
)

名
曲
を
教
材
に
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン
!

小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
3
か
月
で
「
禁
じ
ら

れ
た
遊
び
」
が
弾
け
ま
す
。

日
時

3
月
9
日
働
か
ら
毎
週
金
曜
日

(3
か
月
)
午
後
7
時
1
8時
日
分

場

所

コ

ミ

セ

ン

会

費

月

3
、
0

0
0
円
(
他
に
テ
キ
ス
ト
代
1
、

o円
)

、T々A14、.，...' r. 

一:t'
“ 

' 
s-

偶然の祝福(小川洋子著)/サヨナライツカ(辻仁成著)
/愛しすぎたら愛は死ぬ(内館牧子著)/夢の中の魚(五
候瑛著)/春風ぞ吹く(宇江佐真理著)/田賛子 ・成子[で
んきし ・せいし] (塚本青史著)/恐怖(筒井康隆著)/
天の刻(小池真理子著)/死は炎のごとく(梁石日著)/
仮想の騎士(斉藤直子著)ロマン ティ ック(大久秀憲著)
/8年(堂場瞬ー著)/ベトナム漂と大石芳野写真集/今
さら恥ずかしくて人に聞けない料理の基本をち ゃんと知り
たい主婦と生活社編)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。
どうぞ、ご利用ください。

図書館・史料館休館します 0

・期間 3月14日(水)--23日(金)

図書資料 ・古文書等の点検 整理等のため休館します。
なお、 3月25日(日)の館内整理日は開館します。

問い合わせ 市立図書館 (宮.FAX@245'7) 2 
6 

- 18-

他にもこんなのやってま~す!
。浄化槽維持管理 。エアコン清掃
。排水管つまり修理・洗浄 。ねずみ・害虫防除
。グリストラップ洗浄清掃 Oトイレつまり修理
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第
川口回

勤
労
青
少
年
ホ

i
ム
ま
つ
り

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
(
包
⑮

1
3

5
3
午
後
3
時
1

9
時
)
商
工
課

(
内
線
2
4
1
・
2
4
5
午
前
8
時

初
分
l
午
後
5
時
日
分

日
時

3
月
4
日
側
、
午
前
日
時
i
午

後
4
時
場
所
勤
労
青
少
年
ホ

I
ム

展
示
池
坊
・
油
絵
・
紙
粘
土
実
演

着
物
着
付

・
バ
ン
ド
演
奏

茶

会

宗

偏
流

阻融訪問

大
村
ふ
る
さ
と
産
昂
フ

ェ
ア
開
催

大
村
ふ
る
さ
と
産
品
新
作
展
実
行

委
員
会
(
大
村
商
工
会
議
所
内
)

(包
⑮

4
2
2
2
)

大
村
ふ
る
さ
と
産
品
の
展
示
即
売
会

を
し
ま
す
。

日
時

3
月
幻
日
出
j

m
日
側
、
午
前

日
時
l

場
所
九
州
ジ
ャ
ス
コ
側
大

村
届
出
庖
者
大
村
ふ
る
さ
と
産
品

新
作
展
受
賞
作
品
、
推
奨
作
品
出
品
業
者

春
を
探
し
に

ゆ

i
ゅ
ん
物
産
祭
開
催

市役所

ft53・4111(代表)

鹿
島
商
工
会
議
所

(
8
0
9
5
4

6
1
3
3
2
3
1
)
 

日
時

3
月
四
日
間、

午
前
9
時
i
午

後
3
時
場
所
鹿
島
市
能
古
見
丸
木

庭
残
土
跡
地
(
大
村
I
C
か
ら
車
で
加

分
国
道
4
4
4
号
線
沿
い
)
内
容
物

産
販
売
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

歯
車
永
せ
つ
予
氏

喬
児
講
演
会

池
田
保
育
所
(
包
⑫

2
2
4
4
)

日
時

3
月
日
日
側
、
午
後
1
時
加
分

1
3
時
加
分

会

場

シ

l
ハ
ッ
ト
お

お
む
ら
さ
く
ら
ホ
l
ル

演
題
「
せ
つ
子
マ
マ
の
子
育
て
放
談
」

参

加

費

無

料

託

児

あ

り

第

ωロ
旭
が
丘
合
唱
ク
ラ
ブ

定
期
演
奏
会

「
も
も
の
花
コ
ン
サ
ー
ト
」

旭
が
丘
合
唱
ク
ラ
ブ
育
成
会

永
嶋
(
岱
⑪
5
7
4
9
)

日
時

3
月
日
日

ω、
開
場
午
後

1

時
・
開
演
午
後
l
時
加
分

場
所
市
民
会
館

入
場
料
無
料

闘

参
加
し
ま
せ
ん
か
っ
・

聞
「
お
は
な
し
の
会
」

聞

中
地
区
公
民
館
(
岱
⑬

1
3
7
6
)

心
豊
か
な
子
ど
も
の
成
長
を
願
っ
て
、

親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、

子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん

同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
も
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

日
時
毎
週
月
曜
日
、
午
後
3
時
j
3
時

ω分
場
所
中
地
区
公
民
館

対
象
親
子
・
小
学
低
学
年
生

内
容
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
お
り
が
み

(第
1
月
)
・
手
あ
そ
び
・
童
謡
な
ど

参
加
費
無
料

予
育
て
広
場

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
(
す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー
内
)
(
包
⑪
9
1
0
0
)

。
親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
室

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
2
階
に
、
親
子

(就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
親
)
が
自
由

に
来
て
、
自
由
に
遊
べ
る
部
屋
が
あ
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
親
子
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
の
広
場

お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、

子
ど
も
と
遊

ん
だ
り
し
て
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
す
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

無
料

で
す
の
で
、
気
軽
に
、
ご
自
由
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

※
①
人
形
劇
は
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

定
員
初
組

3
月
1
日
か
ら
受
付
開
始

※
②
手
作
り
お
も
ち
ゃ
に
持
っ
て
く
る

も
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
2

本
・
包
装
紙
・
輪
ゴ
ム
・
色
紙
1
セ
ッ

ト
・
の
り
・
は
さ
み

0
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
日
時
j

H
時

初
分

(
3
月
6
日
と

3
月
日
日
は
、
午

~v川01
口の中に当てはまる文字を答えてくださし、、。

参議員口口代表選挙の投票方法カががすず、今年の選

挙からかわります。

これまでの選挙では有権者は政党名で投票し、

各政党の議席数はその得票数に応じて割り振

られ、各党の名簿の中であらかじめ決められ

た当週11買位に従って当選者が決まっていました。

しかし今回からは名簿の中の当選順位を決め

ない「非拘束名簿式」に変更され、有権者は

候補者名または政党名のどちらかを書く事に

なりました。そして政党の議席数は、候補者

名と政党名両方の合計で決まりますが、今ま

でと違って順番が決まっていないので、各党

の名簿の中で票を多く取った人から当選して

いきます。 前
日
時
j

U
時
)

O
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
ほ

か
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供
・
相
談

な
ど
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

月 日 場所 対象 内容

3月6日 (火) 0歳児とその親 赤ち ゃんマ ッサージ

13日 (火) すこやかセンター 1歳児とその親 親子あそび

27日 (火) 就学前の乳幼児とその親 人形劇 ※① 

3月7日 (水)三浦出張所

9日 (金) 松原出張所

iァ※②イひ乍マなまつり」16日 (金)西大村コミセン 就そ学の親前の乳幼児と りおもちゃ

21日 (水)鈴田出張所

23日 (金)福重出張所

28日 (水)竹松出張所

表

広司固固園面固固固
L-J事市玖

務選島
局挙 1 
管丁
理目
委 25
員番
会地

一-.l t 

応募締切 3月20日(火)当日消印有効
※正解者5人に記念品を贈呈 (正解者多数の場合は抽選。
当選人の発表は発送をもって代えさせていただきます)

・問い合わせ 選挙管理委員会事務局 (内線341)
(2月号の正解/3)今回で終了します。

応募要領

クイズの答

住所

氏名

年齢

電話番号

-裏
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市役所

ft53圃4111(代表)

看
護
婦
〈
士
)
・
准
看
護
婦

パ
ー
ト
職
員
登
録
者
募
集

市
立
病
院
(
岱
⑫

2
1
6
1
内
2
1
0
)

勤

務

場

所

市

立

病

院

職

種

看

護

婦
(
士
)
・
准
看
護
婦
(
士
)
募
集

人
員
若
干
名
資
格
看
護
婦
(
士
)

ま
た
は
准
看
護
婦
(
士
)
免
許
を
有
し
、

市
内
在
住
の
人
申
込
方
法
市
販
の

履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
の
う
え
、
免
許

証
の
写
し
を
添
え
て
市
立
病
院
庶
務
係

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

3
月
幻
日
附

介
護
棺
談
員

募
集

(
嘱
託
員
)

高
齢
福
祉
課
(
内
線
1
3
9
)

介
護
保
険
制
度
の
充
実
を
図
る
た
め
、

介
護
相
談
員
制
度
の
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
介
護
保
険
を
始
め
と
し
た
、

高
齢
者
福
祉
の
活
動
に
意
欲
の
あ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

資
格
市
内
に
在
住
す
る
方
で
年
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
人
員

1
人
申
込
方
法
希
望
職
種
を
介
護

相
談
員
と
し
て
、
履
歴
書
を
人
事
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

3
月
日
日
嗣
必
着

姉
妹
都
市

秋
田
県
角
館
町
へ
の

ツ
ア
i
募
集

l局大
l 村
・観市
内光姉
線物妹
早産都
き課市
ム内親

主主

包協
⑮会
4事
1務

大
村
市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
秋
田
県

角
館
町
と
の
交
流
事
業
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
で
希
望
さ
れ
る
方

は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

旅
行
日
程

4
月
払
白
川w
j
お
日
制
角
館
町
及
び
み

ち
の
く
(
秋
田
県
・
青
森
県
)
観
光

所
要
経
費
約
ロ
万
円
募
集
人
員
約

加
人
程
度
(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。)

申
込
方
法
官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申

込

先

干

8
5
6
8
6
8
6
玖
島

1
丁
目
お
番
地
大
村
市
役
所
観
光
物
産

課
内

「大
村
市
姉
妹
都
市
親
善
協
会
事

務
局
」
募
集
締
切

3
月
ロ
日
刊
必
着

参
加
し
ま
せ
ん
か

女
性
、
ド
ラ
イ
バ
ー
講
習
会

大
村
市
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

事
務
局
(
宮
⑮

9
8
8
9
)

日
時

3
月
7
日
閥
、
午
後
1
時
加
分

j
3
時

初

分

会

場

大

村

警

察

署

内
容
映
画
・
交
通
情
勢
講
話

申
込
方
法
当
日
、
午
後
1
時
加
分
ま

で
に
会
場
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
若

い
お
母
様
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

受
講
料
無
料

※3月の映画会は、都合により第4土曜日に変更します。

3 月24日~
1 0 : 00 ~ 11 : 00 市コミセン
14 : 00~15 : 00 西大村コミセン

量クマのミナク口と光平じいさん (アニメ23分)
橿サギの親子と宝物 (アニメ 24分)
回きこりとヘルメス (アニメ 12分)

3月24日田
10: 00~11 : 00 中地区公民館

蔵双子の星 (アニメ 22分)
臨またあえるねツバメ君 (アニメ 21分)
瞳彦一とんちばなし (アニメ 12分)

視聴覚ライブラリ ~ I 

親予映画会Go 1:慰
置話時価宙服濁 ちA
・ぼくときどきぶた ・ 日本昔話 三
. ドナルドとわんぱく小僧 ・忍たま乱太郎
. トム・ゾーヤの冒険

日/時 110:00~ 1 1 :00 
3/27 (火)1松原出張所

3/27 (火)1萱瀬出張所

信
思
考
接
調
輯
帽

-
市
営
住
宅
入
居
者
葬
集

申
込
期
限

3
月
旬
日
何

抽

選

日

3
月
引
日
嗣
午
前
叩
時
l

入

居

B

4
月
1
日
間

抽
選
場
所

副

同
創
矧
引
船
利
引
動
E

住宅名 戸数 間取り 構造 階

岩 舟 2K 木造平屋

竹 キ公 3DK 中耐4 4 

竹 ヰ公 1 2K 簡平

池 回 3K 中耐4
作吊U、 盤 3K 中耐3 2 

久原第2 3DK 中耐5 2 

久原昂2 3DK 中耐5 4 

原 口 3DK 中耐4 3 

古賀島 3DK 中耐4 4 

松並第1 3DK 中耐4 4 

※
家
賃
は
入
居
住
宅
お
よ
び
入
居
者
の
収
入
に
よ

っ
て

異
な
り
ま
す

※
岩
舟
竹
松
(
簡
平
)
、
池
田
は
単
身
者
も

入
居
可
能
住
宅
で
す
。

(
単
身
は
印
議
以
上
等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
)

・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
都
市
開
発
株
式
会
社

宮
⑮
4

1
5
1

-
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
住
宅
案
内
書
配
付

3
月
5
日
伺
i

申
込
期
間

3
月
吃
日
間
i
昨
日
制

抽
選
日

3
月
引
日
附

申
込
な
ら
び
に
用
紙
配
付
場
所

並
び
に
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
住
宅
供
給
公
社
大
村
事
務
所

東
三
城
町

6
1
1
(県
営
パ
ス
宇
l

ミ
ナ
ル

2
婚
)

(宮
⑫
6
8
2
5
)

※
公
営
住
宅
で
は
、
犬
・
猫
等
ペ

ッ
ト
類
の

飼
育
・
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご予約TEL フジカラープリント 霊童璽豊~~ r司
ャー守 .....カメラ・ビデオカメラ劃望 切 出 お車でどうぞ

)零業5m7fタJレカメラ 唾

記念写真は当スタジオで

初lD¥者向け写真教室開催
日程等お間合わせ下さい。

E霜雪量音量日沼町:t圃圃而r.fIlim.団 a師"回目出~I盟
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大
村
寿
認
議
選
会

参
加
者
募
集

農
林
水
産
課
(
内
線
2
5
5
)

市役所

ft53-4111 (代表)

日
時

①

3
月
日
日
幽
、
午
後
1
時
j

午
後
4
時

②

3
月
幻
日
出
、
午
後
6

時
j
午
後
9
時

③

3
月
目
日
間
、
午

後
1
時
j
午
後
4
時

場

所

シ

l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら

参
加
料

1
、
0
0
0
円

定

員

各

日
と
も
ぬ
人
(
前
固
ま
で
の
参
加
者
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)
持
参
す
る
も
の

筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
等
参
加
申
込

3
月
8
日
肘
か
ら
農
林
水
産
課
に
て
受

付
(
先
着
順
)

園
高
校
傘
大
学
奨
学
笠

園

教
育
委
員
会
庶
務
課
(
内
線
3
6
2
)

C
長
崎
県
育
英
会
奨
学
生

募
集
期
間

3
月
日
日
同

1
5
月
日
日

制

資
格
県
内
に

1
年
以
上
住
所
を

有
す
る
者
の
子
弟
で
、
大
学
に
在
学
中

の
者
の
う
ち
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
困
難
で
か
つ
、
人
物
・
学
業
と
も
優

れ
て
い
る
者
。

※
日
本
育
英
会
と
の
併
願
は
認
め
ま
す

が
、
重
複
貸
与
は
で
き
ま
せ
ん
。

貸
与
月
額

国
公
立

3
万
1
、
0
0
0円

私

立

3
万
7
、
0
0
0円

(
た
だ
し
、
貸
与
月
額
に
つ
い
て
は
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
)

。
大
村
市
奨
学
生

募
集
期
間

3
月
日
日
同
i
5
月
日
日
同

資
格
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子

弟
で
、
高
校
・
国
立
高
専
・
短
大
・
大

学
に
在
学
中

(
4
月
進
学
予
定
者
を
含

む
)
の
者
の
う
ち
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
困
難
で
か
つ
、
人
物
・
学
業
と

も
優
れ
て
い
る
者
。

貸
与
月
額

高
校
・
高
専

1
万
円

大
学

・
短
大

1
万
5
、
0
0
0
円

※
た
だ
し
、
高
校
・
高
専
に
つ
い
て
は
、

他
制
度
と
の
併
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

-
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
募
集

闇

市
川
(
岱
⑭

5
7
3
3
夜
間
の
み
)

保
育
園
、
幼
稚
園
年
長
さ
ん
以
上
の

女
の
子
集
ま
れ
!

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
通
し
て
自

然
に
親
し
み
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
お

友
達
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

B
級
・

C
級
ダ
ブ
ル
ス

春
季
大
村
市
民
テ
ニ
ス
大
会

市
テ
ニ
ス
協
会

吉
田
(
岱

@
4
3
5
6
)

期
日

3
月
日
日
間
・

予
備
日
3
月
日

日
目

場
所
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
料

1
組
2
、
5
0
0
円
(
非
協

会
員
は
1
組
3
、
0
0
0
円
学
生
1
人

1
、
0
0
0
円
)

申
込
期
限

3
月
1
日
嗣

聞
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
講
習
会

闇
参
加
者
募
集

闘

中
地
区
公
民
館
(
岱
圃
@
1
3
7
6
)

日
時

3
月
時
日
目
、
午
前
日
時
j
正
午

受
付
9
時
初
分
場
所
コ
ミ
セ
ン

対
象
成
人
(
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。)

定

員

初

人

参

加

費

1
0
0

円
(
保
険
代
等
、
当
日
徴
収
し
ま
す
。)

備
考
用
具
は
準
備
し
ま
す
。
シ
ュ
ー

ズ
、
運
動
の
出
来
る
服
装
で
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

申
込
先
電
話
か
F
A
X

で
3
月
日
日
嗣
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

熟
年
大
学
特
別
事
業

「
熟
年
健
康
ウ
ォ

i
ク
」

参
加
者
募
集

中
央
公
民
館
(
岱
⑭

3
1
6
1
)

う
ら
ら
か
な
春
の

一
日
を
健
康
ウ
オ

ー
ク
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

小
佐
々
町
の
冷
水
岳
か
ら
つ
つ
じ
で

有
名
な
長
串
山
公
固
ま
で
約
2
時
間
の

ウ
ォ

l
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
お
元
気

な
熟
年
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時

3
月
M
日
出
、
8
時

集

合

午

後
4
時
解
散
予
定
(
貸
切
パ
ス
利
用
)

対
象
市
内
の

ω歳
以
上
の
方
で
、

2

時
間
程
度
の
ウ
ォ
l
キ
ン
グ
が
支
障
の

な

い

方

定

員

叩

人

※

申

込

み

多

数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

参

加

料

無

料

申

込

方

法

往

復

は

が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
令
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
一
T
8
5
6
1
0
8

3
6
幸
町
2
5
1
3
3

大
村
市
中
央

公
民
館
「
熟
年
健
康
ウ
ォ
l
ク
」
係
宛

募
集
締
切

3
月
ロ
日
側
必
着

圃
タ
i
ゲ
ツ
ト
パ

i
ド
ゴ

闇
ん
フ
会
員
募
集

国

広
池
(
岱
⑮
7
5
2
1
)

タ
ー
ゲ
ッ
ト
パ

l
ド
ゴ
ル
フ
楽
し
い

集
い
で
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

練

習

日

時

週

2
回
(
火
・
土
曜
日
)

午
後
1
時
1
4時

場
所
市
営
陸
上
競
技
場

男子・女手競艇選手募集中
14歳以上-21歳未満の男女
※昭和55年10月6日~昭和61年4月1日までに
生まれた人

170cm以下
男子 47kgW，、上55kg以下
女子 42kg以上50kg以下
裸眼で両眼とも0.8以上

齢

長
重

年

身
体

船長崎県モーターボー ト競走会
(n⑫ 6 1 9 4) 

.問い合わせ4月15日(日)

力

締め切り

ネ見

乾燥、換気、涼風の一台4役。
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市役所

岱 53・4111(代表)

1
8
0
8
年
の
春
の
あ
る
午
後
、

員
仏
ヘ
レ
ン
は
木
葺
を
摘
む
た
め
に
フ

流
ユ
ラ
ン
ス
軍
の
野
営
地
を
出
て
行
き

+
父
シ

祭

イ

ま

し

た

。
数
百
年
前
に
ボ
ル
ト
ガ

国
一
刀
ル
の
国
王
が
世
界
中
へ
航
海
す
る

怖
サ
帆
船
を
作
る
た
め
に
植
え
た
松
の

け

ナ

木

々

の

聞

を
、
や
さ
し
い
風
が
吹

:
ァ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
よ
風
は
、
彼

女
に
フ
ラ
ン
ス
南
部
の
海
辺
に
あ

る
故
郷
を
思
い
出
さ
せ
ま
し
た
。
急
に
幸
せ
な
気
持
ち
に
な

り
、
微
笑
み
を
浮
か
べ
、
故
郷
に
い
る
人
々
に
思
い
を
巡
ら

し
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
が
最
初
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
侵
攻
し
た

数
ヶ
月
前
に
、
彼
女
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
提
督
の
軍
の
一
つ
で
あ

っ
た
ジ
ユ
ノ
の
一
群
と
と
も
に
、
こ
こ
へ
や
っ
て
来
ま
し
た
。

ヘ
レ
ン
は
、
思
い
に
ふ
け
り
な
、
が
ら
木
喜
を
摘
ん
で
い
る

時
、
銃
声
を
耳
に
し
ま
し
た
。
最
初
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
軍
が
フ

ラ
ン
ス
軍
の
野
営
地
を
見
つ
け
て
、
攻
撃
し
て
き
た
の
だ
と

思
っ
た
の
で
、
懸
命
に
走
っ
て
戻
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
木
の
根
っ
こ
に
つ
ま
ず
い
て
転
ん
で
し
ま
い
、
木
菩
も

こ
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
誰
か
が
近
づ
い
て
来

ま
し
た
。
彼
女
は
大
声
で
悲
鳴
を
上
げ
て
助
け
を
求
め
ま
し

た
が
、
近
く
に
仲
間
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
、
そ
の

人
物
は
ひ
ざ
ま
ず
き
、
へ
レ
ン
の
近
く
に
あ
っ
た
木
喜
を
拾

い
始
め
た
の
で
す
。
そ
の
人
は
、
そ
れ
ほ
ど
背
が
高
く
な
い

茶
色
の
髪
を
し
た
却
才
位
の
男
性
で
、
ヘ
レ
ン
が
見
た
こ
と

も
な
い
よ
う
な
大
き
く
美
し
い
茶
色
の
目
を
し
て
い
ま
し
た
。

彼
は
木
耳
を
拾
い
終
わ
る
と
、
両
手
で
そ
れ
を
ヘ
レ
ン
に
差

し
出
し
た
の
で
、
彼
女
は
身
に
付
け
て
い
た
青
い
ス
カ
ー
フ

を
彼
に
あ
げ
ま
し
た
。
二
人
が
見
つ
め
合
っ
た
時
、
恋
が
芽

生
え
ま
し
た
。
彼
女
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
彼
に
名
前
を
尋
ね
ま

し
た
。
彼
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心

は
通
じ
ま
し
た
。

「
ピ
エ
ト
ロ

。
私
は
、
ピ
ヱ
ト
ロ
・
カ
ン

タ
ン
テ
と
い
い
ま
す
。
」
と
彼
は
イ
タ
リ
ア
語
で
答
え
ま
し

た
。
ヘ
レ
ン
は
、

2
度
と
故
郷
に
戻
ら
ず
、

二
人
は
生
涯
幸

せ
に
暮
ら
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
私
が
子
ど
も
の
頃
に
家
族
か
ら
聞
か
さ
れ
た
恋

物
語
で
す
が
、
何
故
私
の
一
族
に
カ
ン
タ
ン
タ
と
い
う
イ
タ

リ
ア
の
名
前
だ
け
し
か
残
つ
て
な
く
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
名
前

が
な
い
の
か
誰
も
説
明
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
人
に

?
丙
J

な
っ
た
今
、
こ
の
話
は
、
結
末
、
た
け
違
っ
て
い
た
の
で
は
な
わ

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
不
幸
に
も
、
ヘ
レ
ン
は
数
年
後
イ

ギ
リ
ス
軍
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
上
陸
し
た
時
、
ほ
か
の
フ
ラ
ン

ス
人
た
ち
と
一
緒
に
死
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
私

の
母
の
ひ
い
お
祖
父
さ
ん
の
ひ
い
お
祖
父
さ
ん
と
ヘ
レ
ン
は

今
、
天
国
で
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
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ポルトガル語の数字

アナさんの
フンポイント・ポルトガル語講座

ミ
寄
付

ご
好
意

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
朝
長
満
千
代
H
7
万
円
V
南

文
江

H
m万
円
V
菅
井
み
ね
リ

5
万
円
V
福
田
政

義

H
m万
円
V
山
本
つ
る
子

H
m万
円
V
永
田
清

志
H
5万
円
V
鈴
木
ル
イ
リ
印
万
円

鈴
田
住
民
セ
ン
タ
ー
国
書
室
へ

V
金
子
タ
ミ
子

u

m万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
九
州
銀
行
職
員
組
合
H
1

万
円
V
福
重
ト
ミ

u
m万
円
V
長
安
寺
婦
人
会
寒

行
団
H
5万
円

大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

V
永

田
清
志
H
5万
円

。
一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
大
村
小
学
校
6
年
4
組
リ
3
、

8
3
0円
V
九
州
電
力
側
大
村
発
電
所
H
2万
4
、

8
0
3円
V
妙
宣
寺
寒
行
団

u
m万
円

文
化
基
金
へ

V
本
経
寺
寒
行
団
H
m万
円

清
和
毘
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
松
尾
謙

・
小

下
一
義
)

箕
望
粧
へ

V
中
地
区
詩
吟
会
V
山
下
シ
ヅ

慈
恵
荘
へ

V
永
田
清
志
H
5
万
円
V
赤
木
信
雄
V

下
川
信
義
V
永
測
屋
V
松
永
シ
ズ
エ

V
辻
み
ち
子

V
菅
ひ
ろ
子
V
伊
東
和
美
V
小
佐
古
子
供
会
V
長

崎
き
の
こ

子
供
の
家
へ

V
山
口
募
H
5万
円
V
瀬
戸
利
春
日

3
万
円
V
林
靖
二
ほ
か

H
1
万
5
、
6
0
0
円
V

海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
上
曹
会
H
3
万
円
V

鎮
西
学
院
高
等
学
校
H
2
万
円
V
峰
口
博

u
m万

円
V
黒
河
内
暁
雄
日

2
万
円
V
溝
口
幸
子

H
9
、

8
8
5
円
V
道
ノ
尾
ガ
ス
伺

H
1
万
円
V
赤
水
清

春
日

1
万
円
V
太
田
茂
方
V
佐
世
保
米
軍
基
地
教

会
V
九
州
電
力
開
大
村
営
業
所
労
働
組
合
V
丹
野

千
桜
V
日
本
鏡
餅
組
合
V
ハ
l
パ
ラ
イ
フ
・
オ

ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
鮒
V
永
測
屋
V
黒
木
医
院
V
竹
松

部
隊
第
3
2
9高
射
中
隊
V
お
茶
の
伊
藤
園
V
丸

栄
コ
ン
ク
リ
ー
ト
側
V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

l
ト
西
大

村
本
町
屈
V
陸
上
自
衛
勝
第
日
普
通
科
連
隊
V
山

道
医
院
V
中
村
美
穂
V
竹
松
運
輸
陶
V
琴
花
園
V

今
村
秀
子
V
篭
原
数
雄
V
長
崎
き
の
こ

V
本
山
辰

夫
V
ジ
ャ
パ
レ
ン
側
レ
ン
タ
カ
ー
営
業
部
営
業
推

進
グ
ル
ー
プ
法
人
第
3
チ
1
ム
V
東
彼
杵
町
彼
杵
婦

人
会

泉
の
呈
へ

V
阿
南
悟

u
m万
円
V
平
地
末
太
郎

u

m万
円
V
吉
川
ナ
ツ
子
H
5万
円
V
立
正
佼
成
会

諌
早
教
会
大
村
支
部
V
登
貴
和
木
会

V
永
湖
屋
V
長
崎
き
の
こ

ワ
ー
キ
ン
グ
ヒ
ル
ズ
ヘ
V
藤
井
ス
ナ
子
V
田
川
丈
夫

光
と
緑
の
園
へ

V
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
H

あ
り
が
と
う
ご
き
い
ま
し
た

(敬称略)

3
万
円
V
シ
ル
バ
ー
メ
ン
ネ
ル
コ
l
ン

H
1
万
円

V
鎮
西
学
院
高
等
学
校
日

2
万
円
V
林
靖
二
ほ

か
リ
l
万
5
、
6
0
0
円
V
陸
上
自
衛
隊
第
国
普

通
科
連
隊
V
岩
永
学
V
ド
ナ
ル
ド
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
・
ジ
ャ
パ
ン
・
デ
ン
・
フ
ジ
タ
財
団
V
ハ
!
パ

ラ
イ
フ
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
側
V
東
京
三
菱
銀
行

社
会
貢
献
室
V
日
本
鏡
餅
組
合
V
永
淵
屋
V
コ
ー

ル
あ
じ
さ
い

V
山
道
医
院
V
黒
木
医
院
V
大
村
部

隊
曹
友
会
V
光
陽
会
V
多
良
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
山
口
主
貴
H
5
万
円
V
野
口

ハ
ツ
V
冨
永
久
美
子
V
福
田
志
津
子
V
立
石
賓

め
ぐ
み
荘
へ

V
久
原
保
育
園
V
楠
本
律
子
V
藤
本

ゆ
か
り
V
江
頭
万
喜

パ
i
ル
ハ
イ
ム
へ

V
伺
旭
環
境
整
備

三
彩
の
呈
へ

V
C司
君
口
出
お
お
む
ら
リ
1
万
円

V
さ
わ
の
い
本
屈
V
鮒
イ
チ
セ

V
出
口
産
婦
人
科

V
大
村
地
区
労
V
側
河
津
商
事
V
伺
ヨ
シ
ダ
コ
ー

ポ
レ

1
シ
ョ
ン
V
古
賀
正
美

池
田
保
育
所
へ

V
加
藤
秋
子
V
田
中
ミ
ヤ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

V
藤
井
泰
利
V
近
藤
澄
子

大
村
幼
稚
園
へ

V
大
村
幼
稚
園
P
T
A
一
同

西
大
村
幼
稚
園
へ

V
西
大
村
幼
稚
園
P
T
A
一
同

V
金
子
タ
ミ
子

H
m万
円

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
V
藤
井
泰
利
V
近
藤
澄
子

「
脅
伝
導
音
声
伝
達
器
」を

寄
贈

(掬トーマース(代表)当麻謙二さんから耳の不自由
な人々に役立ててと音声伝達器「みみりん」を寄贈
されました。市では、市民課、福祉課などに設置し、
活用させていただきます。
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... SEAHAT INFORMATION ... 

魅力いっぱいのラインナップ
今年もシーハットから自が離せない!

シーハット開館3周年記念
サンセットライブ
花火大会までのひとときを

家族と、友達と、恋人と、

思い思いに楽しんでくださ

バンキェーリ・シンガースコンサー卜
・出演/パンキェーリ・シンガース

国際合唱コンクールを総なめにした
6人のグループ。宗教曲、ビートル
ズ、日本の民謡まで幅広いレパート
リーでお届けします。

ーーーーーーー~::Ð.電E!:

N響アンサンブルコンサート
・出演/NHK交響楽団メンバー
日本最高のオーケストラ“N響"トップメ
ンノfーによるアンサンブjレコンサート

演劇「三人姉妹」
・出演/片桐はいり・山田花子・光浦錆子

大村寄席
「笑う角には福来る」今年も寄

席で福を呼びましょう 1

チェーホフの「三
人姉妹」を個性
派揃いの 3人組
が演じます。 と
んでもないおも
しろさになるの
は間違いない 1

文化庁移動芸術祭「松竹大歌舞伎」公演
E~，ヨZf1li!illl!l~謁EヨE

・出演/松本幸四郎・中村梅玉ほか

・演目/r勧進帳.! r輿話情浮名横櫛

光のファンタジー

今年は、公募

作品やミニコ

ンサート出演

者を募集予定。

あなたのご参

加をお待ちし

ています 1

原氏庖』

中村梅玉松本幸四郎

ず，
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M
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G
M
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p
u
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i
/

さ
臓
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ト
ド
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叫
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初

一
引
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回
か

圃
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ノ
ト
#
況

下し

行
才

色
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1
3
L糊
刈
一
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F

J
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脚
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町
一
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崎

A

ヨ
qq

'
J
'
v
p
u

‘、.
• 

、，，
E
ヨヘ九時
E

E

F

F

F

イ
l

政
人
抱

月
近
;
竹
取
れ
敦

r/
倉

5
Z
E
4諌

※日程、内容に関しては、やむを得ない理由により変更することがありますので、予めご了承ください。

出演者による

公開レッスン
受講者募集

参加希望の方はスポーツ棟
事務室までご連絡ください。
受講および入場は無料

E~彊I:!:Èヨ話芸1:~ヨヒ曇

藤井一興

[プログラム1
0公開レッスン (2時間程度:ウ、アイオリン・ピアノ
Oコンサート
ヴィタ リ:シャコンヌ ト空豆調
サラサーテ.カルメン幻想曲
ラヴ工ル:水の戯れ
西村朗 :星の鏡
フランク:ヴ、ァイオリン・ソナタ イ長調

~心lこ響き、心を癒すたった二人のコンサート~

The Healing Labコンサート
3月27日図さくらホール
18: 00開場 18: 30開演

園チケット[全席自由]一般1，000円

E~酒I:!:È言語æ""1:主宰量日本最高のオーケストラN響精鋭メンバーによ

N響室内合奏団Ch232
3月13日図さくらホール concert 

18 : 30開場 19 : 00開演
.チケット{全席指定}一般3，000円

E~15D喝聖量産主ヨ~語1:~f主主曇

ι 

平成13年度シーハットクラブ会員募集ff

会員2，700円

シーハッ卜おおむらを応援してください
来年度もシーハットはイベント満載です 1本物の感動をお届けします。

-23-



-大村公園
花まつり 3月25日-.6月20日
さくらまつり 4月1十日(日) 、
※おおむら石吹き合戦午前10時~正午
※各種イベント 午後

.花しょうぶまつり 6月中旬
ソメイヨシノ (1，500本) 3月下旬から4月上旬・

オオムラザクラ (300本)4月上旬から中旬 / 

八重ザクラ (200本) 4月上旬から中旬

ツツジ(1万本) 4月中旬から4月下旬
詑ショウブ (10万株・ 30万本 5月中旬から6月中

アジサイ (7，000本) 6月上旬から中旬

・野岳湖公園(東野岳町)
サクラ (300本)4月上旬

圃琴平スカイパーク(原町)
サクラ (200本)4月上旬

.岳ノ木場公園(上諏訪町)
ツツジ (3万本) 4月中旬から5月中旬

アジサイ (8，000本 6月上旬から中旬
.裏見の滝自然花苑(重井田町)
~ャクナゲ (5 ， 300本) " 4月中旬から5月初旬

・~ャクナゲの里(南川内町)
シャクナゲ (2;000本) 4"再中旬から5月初旬

4/8 
inかやぜ、

.集合場所:萱瀬中学校 受付:8 : 30~9 : 30 

.コース:萱瀬中学校~萱瀬タム (折り返し ) ~萱瀬中学校 (約13km)
・参加費:大人1，500円子供500円 (中学生以下)

・定 員:500人 (定員になり次第締切)

・申込方法:所定の申込用紙に必要事項を書いて参加料を添えて

申し込んでください。電話でも受付ます。 (参加費は当日支払)

園申込先:大村市役所各出張所・ JA長崎県央大村市内各支店

.申込期間 :3月 1 日休)~30 日 (金)

山
困
箇

跡
園
園

、. 
1・

-E:JI聞酒概掴置語岨睡蓮画面・・

「菜の花ウオークinかやぜ」実行委員会

(萱瀬住民センター内)fi⑮ 7001 

インターネット「広報おおむら」でも情報発信中!

星http://ww胤 city.omura.nag制 ki.jpl
4砂ご意見 ご感想をお閏力、せください。

~ E-mail: kouhou@city.omura.nagasaki.jp 
.毎月1回発行 ・発行:大村市 ・〒856-8686長崎県大村市玖島1T目25番地 H53-4111f代) ・市民の声ファクス:四54-6600
.編集 :大村市秘書広報課 ・印刷:(有)康真堂印制

.人口86，338人 (+123) 圃男41，567人 (+44) ・女44，771人 (+79) 圃世帯32，763世帯 <+56)
1月末現在 ( )内は前月比 (住基法、外登j去に基づ く広報おおむら.jJま再生紙 {古紙40%)を使用しています。



「ご存知ですか! 可
L出張所でも住民票や印鑑証明書などがとれます』

わざわざ市役所まで行かなくても、お近くの出張所でも、住民票や
印鑑証明 ・納税証明などの交付が受けられます。

交付を受けられる主なもの

{問い合わせ}

市民課 TEL53-4111 
(内線100から 102番)

税務課 (内線125番)

詳しいことは、最寄りの
出張所か、市民課・税務
課へお尋ねください。

一係
一

一関
一

一課
一

一民
一

一市
一

住民票・印鑑証明書・戸籍の全部・個人事項証明(謄本・抄本)
年金受給者現況証明

* (ただし戸籍については証明の種類によって出張所では取り扱わないものもあり ます。)

申請に必要なもの
*戸籍の証明の申請には印鑑が必要
*印鑑証明の交付には登録カードが必要

(税務課関係〉 納税証明書・課税証明書・所得証明など

申請に必要なもの
*申請には印鑑が必要

*代理人による申請の場合、 (印鑑証明を除き)いずれの場合も委任状と代理人の印鑑が必要です。

転入・転出などの届出

届出の種類 届出の期間 届出人 届出に必要なもの
出張所で

場合、印鑑は不要 の手続き

OM住所地の転出証明書、0印鑑

転入届
転入した日から 本 0国民年金手帳(加入者のみ)

14日以内 人 0年金証書 (受給者のみ・退職者医療申請に必要)
可

ま
0国外から転入の場合はパスポート

転出届 転出する日まで た
0国民健康保険証(加入者のみ)

可
0印鑑

転居した日から
lま 0国民健康保険証及び国民年金子I1辰 (加入者のみ)

転居届
14日以内 世 0印鑑

可

世帯主変更届 帯

-世帯分離
変更があった日

主
0印鑑

-世帯合併
から14日以内 0国民健康保険証(加入者のみ)

可

その他(転出入に関してはいろんな手続きが必要です。該当する方は必ず手続きを!) 

手続きの種類 問い合わせ先 f蒔 考

印鑑登録 市民課
印鑑の登録 ・廃止(住所地でしか登録できません)

転出の際は登録カードを返却して下さい

国民健康保険 保険年金課
国民健康保険及び国民年金に係る転出入の子続き

国民年金 (手続きの一部は市民課)

老人医療 保険年金課 老人医療の転出入の子続き

介護保険
局齢福祉課

介護保険の転出入の手続き
(手続きの一部は市民課)

児童手当 市民課 児童手当の転出入の子続き

特別児童扶養手当
児童家庭課

住所変更などの手続き

児童扶養手当 (児童家庭課での手続きが必要です)

障害者手帳など 福祉課 転入地での住所変更の子続 き

福祉医療受給者証 福祉課 転出の際は受給者証をお返し下さい。

水道・下水道 水道局 上 -下水道の使用開始・ 廃止・休止

学校異動手続き(転校) 市民課 学校の転入・転出手続き

電気 九州電力大村営業所 使用開始・廃止 (TEL52-2171) 

者日干11ガス 九州ガス大村支庖 (TEL 53-3320) 

電話 NTT各種相談 (TEL 116局番なし)

郵便 大村郵便局郵便課 住所変更届 (TEL 52-2006) 

運転免許 大村警察署 免許証の住所変更 (TEL 54-0 11 0) 

*引越しの際に発生する
清掃課(清掃センター)

ゴミの量、種類によって扱いが異なります

「ゴミJの処理 (TEL 54-3100) 
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2001 

* 
MARCH 

木水
女1歳6カ月児健康診査 平成11年8月生まれ(平成11年3月~平成11年7月生まれでまだ受けていない人も受診してくださしサ

カ3歳児健康診査 平成9年9月生まれ(平成9年4月~平成9年8月生まれでまだ受けていない人も受診してください)

カリハビリ教室 大村に居住地を有する40歳以上の人で、心身の機能が低下している方が対象
(原則として介護保険のサービスを受けていない方)

カふれあいリハビリサロン 病気やけが等で体の機能の低下力ずみられる方か対象
(原則として介護保険のサービスを受けていない方)
*ご希望の方はカ3力、りつけ医とこ相談のよ、おこしください。

大ことばの教室 ' ことばの発達等が気になるお子さんや、育児で、困っているお母さんが対象(初回は電話で申し込み)

ことばの教室(親子つどいの広場)
9 : 30~ 11 :30 
すこやかセンター

1歳6ヵ月児健康診査
受付 13:00~13:20

すこやかセンター

このページは、抜き取って

ご利用ください。

金 7 土

成人の健康相談 (40歳以上)

13:00~ 15:00 

福祉センタ

ふれあいリハビリサロン

時間 13:30~16:00

fJ 当番医 (9:…:00)

.おおつか内科医院

~内科・呼吸器科
(西三城町 53-8080) 

.うえき心療内科クリニック
~心療内科・神経科・精神科

(坂口町 54-6000) 

ことばの教室
13 : 30~ 16:00 

すこやかセンター
※母子健康手帳を持参

7 9'1 タ 10 
リハビリ教室

13:30~ 15 : 30 

すこやかセンタ
内容上映会

ことばの教室(親子つどいの広場) I ふれあいリハビリサロン
9:30~11 ・ 30 時間 13:30~ 16:00

すこやかセンタ

3歳児健康診査
受付 13:00~13:20

すこやかセンター

13 14 15 

第5回マタニティースクール
13:30~16:00 

すこやかセンタ

12 IJJ 当番医 (9:00-18:00)

.さくらクリニック

~内科・消化器科
(池田1丁目 53-8819) 

.山口耳鼻咽喉科医院

~耳鼻咽喉科
(東本町 52-2706) 

ことばの教室
13:30~16:00 

すこやかセンター
※母子健康手帳を持参

乳幼児すくすく健康相談
受付(4カ月児) 9 : 30~11 :00 
( 1 0カ月児以上 ) 13 : 30~ 15:00

すこやかセンター
※現在使用中の子供用歯ブラシ

またはガーゼを持参

1歳6ヵ月児健康診査
受付 13:00~13:20

すこやかセンタ一

献血車巡回相談
9:30~11 :45 
市役所玄関前

161ふれあいリハビリサロン 11
fν， I 時間 13:30~ 16 : 00 I f 

成人の健康相談(40歳以上)
13:00~15:00 福祉センター

3歳児健康診査
受付 13:00~13 : 20 すこやかセン合一

第6回マタニティースクール
「お父さん出番ですよ2J

18:30~20:30 すこやかセンター

耳とことはめ相談

13:00~15:00 

福祉センター

fクIJJ 当番医 (9:…:00)

.)11本医院

~内科
(久原1丁目 54-5675) 

.計屋眼科医院

~眼科
(乾馬場町 52-6888) 

乳幼児すくすく健康相談
受付 9:30~ 11 ・ 00

鈴回出張所

一般健康相談
13 : 00~ 16 : 00 

すこやかセンター

坦当番医酌酌(ω9ル 1怜市削8広8:0羽0∞O
.寺井医院

~内科・小児科
(玖島1丁目 52-3574) 

.桝本産婦人科内科医院
~産婦人科・内科

(大川田町 55-8355) 

『
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マ'第
ふれあいリハビリサロン
時間 13:30~16:00

li賓6ヵ月児健康診査
受付 13:00~13:20

すこやかセンター

251 当番医(叩-18:00)

.南里子クリニック
~ 内科・消化器科

(乾馬場町 53-2233) 

.平松整形外科医院
~整形外科

(富の原2丁目 27-4422) 

26 31 27 2; 30 
ふれあいリハビリサロン
時間 13:30~ 16:00

層調纏輔理由
-問い合わせ すこやかセンター ft54・9100

リハビリ教室
13:30~15:30 

すこやかセンター
内容体力測定

3歳児健康診査
受付 13:00~13:20

すこやかセンタ

平成13年4月から、集団予防接種(ポリオ・BCG)の受付時聞が、 1時間早くなります。時間を間違わないように
注意してくださいー ι手作内 閣....，.，_. -

。受付時間:すkての接種会場で包午後 1時から午後 1時 50分までl

、、国〆

、F、、--

。市税(市県民税・固定資産税・国民健康保険税等)

の納税は便利な口座振替で!!

主な公共施設

大村市役所 ft53・4111
西大村出張所 ft53・3725
=浦出張所 ft52・6475
鈴田出張所 ft52・2023
萱瀬出張所 ft55-7001 
竹松出張所 ft55・8314

福重出張所 ft55・8614
松原出張所 ft55圃 8501

大村市清掃センター ft54・3100
大村市水道局 ft53-1111 

大村市立図書館 ft52・2457

大村市立史料館 ft53-1979 
大村市総合福祉センター ft53・1351
大村市保健福祉センター ft54・9100

(すこやかセンター)

大村市体育文化センタ- ft20・7200
(シーハットおおむら)

コミュニティセンタ- ft54-3161 
大村市立病院 ft52・2161
大村市民会館 ft52-2739 

中地区公民館 ft53-1376 
大村警察署 ft54・0110

大村消防署 ft52・4138

合 月の競艇開催日

健康テレホンサービス ft095-826・5511

月 曙血

火 頚 椎 症

水 小児の肥満

木 近視の手術

金 歯ぐきのはれ

土日 前 立腺 炎

歯歯缶詰Zfz寺 田出レビ6帥

園園 番組ガイド 対/
※火曜日を除く毎日

1 : 00....... 1 : 05 
7 : 00....... 7 : 05 
12:00.......12:05 
20 : 00.......20 : 05 
22 : 00.......22 : 05 

-・.)1軍首m~苗・・・
大村市のイベン卜案内やお知らせなどの情報番

組「広報おおむら」をオオムラケーブルテレビ

で放映を始めました。

どうぞご覧ください O

大村ケーブルテレビ TEL54・3811

三種混合・麻しん・風しん

予防接種実施中15""20日総理大臣杯競走(場外)

.案内 0957(54)・4111
・レース実況サービス(テレドーム)0180・999・900
「大村競艇 HP Jhttp://www3.ocn.ne.jp/-kyotei/ 

年間を通じて実施していますので、お子様の体調の
よい時に受けてください。

※詳しくは「健康のしおりと国民健康保険」をご覧ください。

健康増進課 ft53・4111(内線140)

.， 

合月の定例相談日
市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で

行っています。お気軽にご相談くださし ¥0

1日(木) 人権相談 10:00-15:00 

7日(水) 法律相談 10:00-15:00 

8日(木) 行政相談 9:30-12:00 

21日(水) 法律相談 10:00-15:00 

22日(木) 不動産相談 13:00-16:00 

23日(金) 年金相談 10:00-15:00 

27日(火) 交通事故相談 10:00-16:00 

※受付時聞は当日の午前8時30分からです。

(電話での受け付けはいたしません)

※法律相談は申し込みが'10人になり次第締め切ります。

ラジオ・新聞で大村の情報を
ラジオ・新聞で大村の情報をお知らせしています。

マイ シティー マイ タウン

FM長崎 rMYCITY MY TOWNj 
日時毎週土曜日午前8時55分-9時

長崎新聞 『市民生活の案内板 情報コーナーj
掲載日 毎月第2・第4火曜日発行の朝刊紙

大村市内の交通事故発生状況
1月末現在

区 分 件数・死傷者数 前年同期比

人傷事故 4 6 +4 

死 者 +1 

負傷者 55 -9 

物損事故 148 +4 



{問い合わせ]
清掃課 TEL54 -3100 〔清掃課からのお知らせ)

-次の点に特にご注意ください。

. 4月 1日から指定ごみ袋に変わります .

をt旨定こcみ袋以外で、出された場合は収集しません4月 1日から『燃やせるごみj
ので、十分ご注意ください。

********************************************************** 
家庭ごみの『燃やせるごみJを清掃センターへ持込みをされる方で、

指定ごみ袋に入れていない方は持込みをお断りします。
必ず、持込みの場合も指定ごみ袋に入れてください。

******************************~と***************************

.14月1日から事業系ごみの持込手数料が変わります .

4月 1日から事業系ごみの持込手数料が 200円から 300円ヘ変ります。

事業系ごみの『燃やせるごみ』の持込み方はいままでどおりです。

テレビ、洗濯機、クーラーjの処理が変わります .

4月1日から「冷蔵庫、テレビ、洗濯機、クーラ-Jは清掃センターヘ持込み等が

できなくなります。

. 4月1白から「冷蔵庫、

3月31固までに清掃センターヘ持込みを早急にして処分を考えておられる方は、

ください。
4月1日以降は家電販売届へリサイクル料等を支払って引取ってもらうことになります。

3月号の市政だよりと

• I資 源 物 ・ 燃やせないごみ収集日割表」を配付します。

平成13年度「資源物・燃やせないごみ収集日割表」ができましたので、

一緒に配付します。

{問い合わせ}
清掃課 TEL54 -3100 (3月の「ごみとリサイクルj講座(最終回)の案内)

3月の「ごみとリサイクル」講座

0開催日時 3月9日(金)18:30--20:00 

0内 容 「ごみとリサイクル」について

今回が最終回ですので、市民の方から、講座の感想、や、その他 「ごみとリサイクルJについての意見、

提案を発表していただきたいと考えています。

0開催場所 清掃センター 2階大会議室

0参加人数 50名まで
0申込方法 事前に清掃センターヘ電話で申込をして下さい。
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